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令和５年第４回嬉野市議会定例会議事日程 

令和５年12月14日（木）  

本会議第５日目   

午前９時 開 議   

日程第１  一般質問 

順次 通 告 者 質 問 の 事 項 

１ 増 田 朝 子 １．経済活性化事業（うれしか一どポイント還元キャンペーン） 

  について 

２．地域活性化と観光について 

３．子育て支援について 

４．嬉野庁舎第２庁舎解体に伴う利用者の駐車場確保について 

２ 阿 部 愛 子 １．学校の給食費無償化について 

２．高齢の難聴者への補聴器の購入補助について 

３．市報の配布について 

３ 宮 﨑 良 平 １．防犯について 

２．有害鳥獣対策について 

３．ナイトタイムエコノミーについて 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時 開議 

○議長（辻 浩一君） 

 皆さんおはようございます。本日は、２番大串友則議員が欠席であります。 

 なお、これに伴い、大串友則議員からの一般質問の通告の取下げについて申出がありまし

た。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１．一般質問を行います。 

 議席番号11番、増田朝子議員の発言を許可します。増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 皆さん、おはようございます。議席番号11番、増田朝子です。 

 それでは、ただいま議長の許可をいただきましたので、通告書に従い一般質問をいたしま

す。今回は大きく４点。１点目は、経済活性化事業（「うれしかーど」ポイント還元キャン

ペーン）について、２点目は、地域活性化と観光について、３点目は、子育て支援について、
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４点目は、嬉野庁舎第２庁舎解体に伴う利用者の駐車場の確保についてです。 

 まず１点目です。原油価格や物価の高騰による消費の落ち込みで打撃を受けている市内店

舗の収益を向上させ経済活性化を図るため、「うれしかーど」を活用した事業を展開する目

的で経済活性化事業「うれしかーど」ポイント還元キャンペーンが当初、令和５年９月１日

より10月28日の計画で開始されました。 

 しかしながら、予算が上限に達し11日間で終了しました。そのことで、私の元へも多くの

市民の方から厳しい声が寄せられました。嬉野市民が混乱の渦に巻かれ、通常では見られな

い、あちらこちらに大行列の光景を見ました。ある主婦の方からは、ポイントポイントに翻

弄され疲れたとの声もありました。また、12月までと思っていたのにと、この事業は一方か

ら見れば嬉野市にお金が落ちて大成功、また、「うれしかーど」を使えなかった多くの人に

すれば不平不満の声が爆発した事業であったかと思います。 

 市長や担当課にも多くの声が届いたかと思います。 

 そこで、壇上からの質問は、この事業を通しての市長の所感をお伺いいたします。再質問

と、あとの質問は質問席から行いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（村上大祐君） 

 それでは、増田朝子議員の質問にお答えをしたいと思います。 

 「うれしかーど」のポイント還元キャンペーンについての所感をお尋ねいただきましたけ

れども、先般から議員から複数御質問をいただいておりますので重複をいたしますけれども、

ポイント還元額といたしましては１億6,000万円余りということでありまして、売上金額

ベースの約１億8,600万円と、ポイント使用の8,600万円を加えると短期間で２億7,000万円

を超える消費がなされたということになりまして、市内店舗の収益を向上させ、経済活性化

を図るという本事業の趣旨は達成できたものと考えております。 

 一方で、想定以上に反響が大きく予算額到達により早期終了となってしまった点、短期間

にお客が集中したことで一部店舗において混雑が生じたということについては課題と考えて

おりまして、今後もこうした課題を踏まえて嬉野市の施策に生かしてまいりたいというふう

に考えておるところでございます。 

 以上、増田朝子議員の質問に対するお答えとしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 今、市長にこの事業に対しての所感をお伺いいたしました。 

 それでは、経済活性化事業とはということで、６月議会に出されました事業ですけれども、
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この事業内容が、「うれしかーど」を所有した者が加盟店にて現金、ポイント以外で買い物

をした際に、その額の100％相当額分のポイントを還元する。なお、１人当たりのトータル

還元ポイント上限を１万5,000円とするとあります。ポイント還元費積算が１万5,000円掛け

る１万人の想定ということで、予算上限達成日の超過還元費が1,000万円とありました。事

業費内訳として、ポイント還元費１億6,000万円、システム改修費110万円、事務局委託費、

ポイント集計、広報、コールセンター業務等が1,100万円、諸経費20万円ということで、

トータル１億7,230万円。その財源としまして、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨

時交付金が１億4,727万4,000円、それと一般財源が2,502万6,000円という事業でした。 

 その中で、今回の事業に対しての資料請求をさせていただいたところ、資料をいただきま

したので、御紹介したいと思います。 

 経済活性化事業の「うれしかーど」加盟店、資料では70店舗といただいておりますけれど

も、さきの同僚議員の質問の中では73店舗ということでしたけど、後で御説明をお願いいた

します。 

 それと、経済活性化事業の「うれしかーど」新規作成者4,142人、経済活性化事業に係る

利用額、総額と件数をお尋ねしましたところ、発行額１億6,052万6,738円、件数が参加人数

１万4,427人、それと、経済活性化事業に係る市内在住者の利用額と件数、市外在住者の利

用額と件数をお尋ねしましたところ、市内、１億2,267万8,659円、１万1,233人、市外の方

の総額が3,742万7,895円、3,152人、不明が42万184円、42人ということで、この不明の方は、

市の事業でカードを発行したものではなく、各加盟店で発行され、情報が未登録のものとい

う資料をいただきました。 

 そういった中で、業種別でのポイント付与実績としまして資料をいただきました。上位10

業種をお尋ねしましたところ、１、小売食品9,519万7,221円、これが全体の51.2％、２番目

にサービス・生活関連で4,346万6,841円、これが全体の23.4％、３番目が小売酒類等で1,736

万3,659円で9.3％、サービス・飲食が8,066万417円、4.3％、５番目が小売衣料品というこ

とで729万8,433円、3.9％ということです。 

 こういう、業種がちょっと偏ったかなというところはありますけれども、６月議会でも同

僚議員の中の質問で、業種が偏るんじゃないでしょうかと、上限を決めたらいいんじゃない

でしょうかということもありましたけど、そのことも併せて、後でお伺いしたいと思います。 

 こういう事業の結果ということですけれども、まず、担当課にお尋ねしたいと思います。

この事業の検証をされましたでしょうか。まだされていないでしょうか、そのことをまずお

伺いいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 



- 282 - 

 お答えいたします。 

 検証ということでございますけれども、市長からもお話がありましたように、本事業の趣

旨は達成できたものと考えております。 

 ただ、課題も残っているとは思っておりますので、今後に生かしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 細かいところまで検証はされていないということで理解してよろしいでしょうか。そのこ

とをお尋ねしたいと思います。 

 それと、予算額１億7,230万円の予算でしたが、総事業費は、概算でいいんですけれども、

幾らで予算内に収まったでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 この事業は、12月末までのポイント還元ということで計画をしておりまして、実際、委託

事業は１月までのものとしておりますので、精算はまだ終わっておりません。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 12月までの事業ですので、ちょっとまだきちんと精算はできていないということです。 

 先ほど壇上でも申しましたけれども、この事業に関して結構私の元にも厳しい御意見が寄

せられたわけなんですけれども、執行部の皆さんとか議員の皆さんもそれぞれお声があった

かと思われます。 

 それで、担当課にも電話等で厳しい御意見が届いたかと思いますけれども、分かれば件数

とか、どういった内容のお声が届いたか、お尋ねいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 お電話等で期間がもう終了したのかという確認はございました。その時は、予算に達成い

たしましたので終了しておりますということでお答えしております。件数等は把握しており
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ません。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 そのこと以外には何もなかったでしょうか。お声とか、そのほかには、今の期間が終了し

ましたか以外のお声はなかったでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 カード利用が、市民以外の方でも利用できたのですかという御確認もありましたので、そ

れは今回の事業では御利用できますということでお答えしております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 それほど厳しい御意見ではなかったということですね。 

 それでは、私の元には、周知の期間が短かったんじゃなかろうかとか、８月末の各戸配布

でお知らせいただいたと思うんですけれども、各地区では、各戸配布でも、例えば10日に配

るようになっているとか、そういった地区もございまして、11日間で終わったということは、

もう本当にないんだ、もう始まっているんだというお声もありました。それとか、先ほどあ

りましたけれども、市民も使えないのに、どうして市外の人にまでいいのかとか、年金が来

てから使おうと思っていたとかいうお声もありました。それと、加盟店の方でも混雑して大

変だったというお声も寄せられました。 

 その中で、担当課としてはこの事業の反省点はどういったふうに思われますか、お尋ねい

たします。 

 すみません、もう一つ、反省点として、例えばそれに併せて、市民に対して配慮が足らな

かったと思われる点はないと思われますか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 先ほどから市長もお答えしておりますけれども、早期に予算が終了して、短期間にお客さ
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んが集中したということで品薄になった状態等もございましたので、そういうところは課題

として捉えております。 

 また、周知のお話等ありますけれども、まずは市民の方に使っていただきたいという思い

からチラシの全戸配布、それと加盟店でのポスター掲示を第一に行っております。 

 以上でございます。（「市民に対して配慮が足らなかった点がございましたら」と呼ぶ者

あり） 

○議長（辻 浩一君） 

 そのまま。 

○観光商工課長（小野原 博君）続 

 お答えいたします。 

 そうですね、やっぱり予想以上に反響が大きく早期に終了してしまったというところは課

題として残っていると思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 早く市民の方に周知をということで各戸配布をしていただきましたけれども、８月末から

９月に配布されて、９月１日ということがですね、それが一月でも遅く、周知の期間が１か

月ぐらいあってからの開始だったらよかったのになというお声もありました。 

 市民に対しての配慮が少し足らなかったんじゃないかなと私は思っておりますけど、そこ

の点は、市長どのようにお考えですか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 どうしても、そこは全ての人に配慮が行き届くというのはどんな事業で難しいというふう

に思っておりまして、その辺の御指摘いただいている点は課題として認識をしているという

ことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 課題として認識しているということで答弁いただきましたけれども、では、この事業を計

画されたときに、６月議会で何人もの議員が質問しております。こういうことがちょっと課
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題じゃないんだろうかとかありましたけれども、そういった中で、担当課が考えられる計画

の段階ではどのようなことを想定されていたんでしょうか。 

 例えば、今回の事業がここまで、一言で言えばすごかったというのが印象なんですけれど

も、想定外としてあったのはどういうことなんでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 想定外というのは、やはりこんなに早く終了するものとは思っておりませんでした。 

 ただ、本事業は、議決いただくときにも御説明をしておりますけれども、国の交付金を活

用した事業でございます。そのため12月までには終了すると、また、議決いただいた予算を

余すことなく活用し市内の店舗へ確実にお金を落としていただくということを第一に考えて

おりましたので、市民の方に限定せず市外の方にも参加できる仕組みとして行っております。

このことについては議会での説明も行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 やっぱり今回、本当に経済効果、先ほど市長も申されましたけど、経済効果はあったかと

思います。 

 先ほど言われた２億7,000万円という現金が嬉野に落ちて、結果としてはよかったんで

しょうけど、今回の事業は市民感情としてはなかなか受け入れてもらえない感情があったん

じゃないかなと思いました。 

 そういった中で、一つ思ったのが、例えば市外の人までもよかったならば、市民の方を優

先して、ちょっと時期をずらしてでも市外の方に何らかの方法で「うれしかーど」を使って

もらうことはできなかったのかなと私は思いました。 

 そこの中で、今回「うれしかーど」、ここの中で「うれしかーど」ポイントの管理はどの

ようにされていたかというのをお尋ねしておりますけれども、「うれしかーど」の管理、先

ほど申しましたように、再発行とかございました。 

 再発行をざっと計算してみますと、私の計算では再発行が990人になったんですよね。990

人の方が、嬉野市の方が再発行をされています。 

 ということで、「うれしかーど」のカード作成に対して結構行列や、特に週末なんか大行

列があったわけなんですけれども、そこに小さい子どもからお年寄りまで並んでいらっ

しゃったということもお聞きしております。 
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 そういった中で、「うれしかーど」の管理はどのようにされていたんでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田議員、その管理てどういった意味の管理でしょうか。そのままで結構です。 

○11番（増田朝子君）続 

 管理というか、それぞれ一人一人のカードではあるんですけれども、以前に、「うれし

かーど」は３回目で、ポイント付与が以前にあったんですけれども、そのときはきちんと１

人１枚ということでされていたんですけど、この再発行によって、なくしたからということ

で多分再発行されたと思うんです。そこの中でお聞きするには、なくしていたと思ったけど、

再発行してもらっていたら後で出てきたということもありますので、例えば１人１枚という

ことではないんですかね。１人何枚でもつくれますか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 今回は事務局、コールセンターを設けまして、そこで再発行をしております。そのときに

は身分証明書を持ってきていただいて、本人であることを確認した上で発行しております。 

 以前使われていたものがなくされたということであれば、その場合は、そのときのものを

もう使えないように処理をして、ポイントを移行しております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 では、前に発行された分はもう使えないようになっているということですね。それは分か

りました。 

 でも、この「うれしかーど」は結構市外の方も作成されているから、発行してもらって、 

あとはもう使わないからと結構粗末に扱われているということをちょっとお聞きしましたの

で、そこが残念だなと思いました。そういうお声もあったということをお伝えしたいと思い

ます。 

 今回の経済活性化事業では、先ほどからも申されていますけれども、そこをお尋ねいたし

ます。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 
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 繰り返しになりますけれども、まずは現金でお買い物していただき、それと同等の金額の

ポイントを還元するということで、現金で買い物していただいた分と還元されたポイントの

分、両方の額、投入した額の２倍の経済効果が得られたものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 経済効果はあったということです。 

 今回の加盟店でもちょっと混雑とかあったということで、今回の事業において、一応11日

間で終わりましたけれども、その後に加盟店の方への聞き取りとかはされたんでしょうか。

例えばアンケートとか取られたことはありますか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 アンケートという形では行っておりませんけれども、何度も担当、私も店舗の方に出向い

たりしておりますので、その中での聞き取りは行っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 その中では、先ほどから申されましたけれども、品切れがあったりとかということもあり

ましたけれども、どういった内容の聞き取りをされたんでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 課題は、先ほどから申しておりますけれども、よかった点ということで、やはり新たなお

客さんも来ていただいた。特に売上げも上がっているということでお店の方からは感謝の意

を伝えていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 売上げも上がったということです。売上げがたくさんあったところはよろしいかと思いま
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すけれども、先ほど、加盟店70店舗ありますけれども、それほどないところもあったんじゃ

ないかなと思います。そこは今までよく言われる、お店の努力次第ということも申されてい

ましたけれども、この事業に対して全体的に、70店舗の加盟店の方がよかったということで

評価してよろしいでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 全ての店舗でアンケート調査を実施しておりませんので、そこは今ここでお答えすること

はできませんけれども、今回の利用店舗でゼロというところはございません。何らかの形で

活用いただいておりますので、効果はあっているものと考えております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 全店舗には聞き取りをしていませんけど、何らかの効果はあったということです。ぜひ今

回の加盟店の70店舗の方にアンケートでもしていただけたらと思います。 

 次の質問ですけれども、今後「うれしかーど」の活用をどのように考えているかというこ

とをお尋ねしていますけれども、これはさきの議員の質問でありましたけれども、市長の答

弁としてはボランティアポイントとか健康マイレージとかとあります。私としてはもう一回、

市民カードということも市長からずっと言われていますけれども、きちんと１人１枚ずつと

いうことと、あと市民カードというのが、ちょっと私の中で、まだ市外の人も使えて、市内

の人も、例えば先ほど再発行で何かこう、きちんとできていると言われるんですけれども、

まだまだ管理というか、１人１枚というのが本当に確実になされているのかなというのを

ちょっと思っているんですけれども、「うれしかーど」の活用を今後も続けたいと思うんで

すけれども。 

 今度、重点支援地方交付金というのがまた嬉野市は交付金として受けるわけなんですけれ

ども、そういった場合に、まだ計画としてはないということですけれども、もし観光の方で

受けるとしたら、どういったことを考えられますか。次の段階で、例えばそういう交付金が

来た場合にどういったことが考えられますか。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田議員、もう少し論点をまとめて質問していただかないと、何を質問されているか

ちょっと分からないんですが。 

○11番（増田朝子君）続 
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 申し訳ないです。 

 そしたら、すみません。今後「うれしかーど」の活用を、ボランティアポイント、健康マ

イレージ、ほかに考えていらっしゃいますでしょうか。重複するかと思いますけど、御答弁

をお願いいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 今後の活用につきましては、スマホのアプリの導入をもともと議員の方からもお尋ねいた

だいておりましたけれども、その準備を進めているところでございます。 

 スマホアプリを導入いたしますと、所持ポイント、ポイントの所持の残数ですとか、購買、

購入の履歴等もそこで見える化することができます。 

 また、店舗の情報や電子クーポンの発行など、そういうところにも幅広い活用ができるも

のと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 分かりました。じゃ、今回のキャンペーン事業ですけれども、市としては本来の目的を達

成したということで理解できました。 

 今後もこのような事業が行われた場合に、先ほど市長も申されましたけど、市民の方に対

しても配慮を、今回の課題を酌んでいただいて、市民の方も潤うというか、生活が楽しくな

るような施策であって欲しいと思います。 

 では、次の質問に参ります。次は地域活性化と観光についてということで質問をさせてい

ただきます。こちらは、今回は吉田地区地域活性化と観光について限定してお尋ねしたいと

思います。 

 吉田地区は、窯業、農業、林業などをなりわいとして、昭和30年に嬉野町と合併するまで

は吉田村として行政をつかさどってきました。現在、公民館事業、避難所開設、生活支援整

備体制事業などにおいても、塩田地区、嬉野地区、吉田地区の３地区で取り組まれておりま

す。 

 そこで、今後の吉田地区の活性化と観光についてお伺いいたします。 

 ①として、吉田公民館のあり方をどのように考えておられるかということをお尋ねしてお

りますけれども、まず吉田公民館について資料をお願いしましたところ、竣工年月日が昭和

59年３月、39年たっております。総事業費２億7,500万円、構造が鉄筋コンクリート３階建
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てということで、耐震調査としては、昭和56年の基準変更以降の建設のため不要ということ

です。改修等としましては、令和３年に階段昇降機345万4,000円を設置されております。 

 そういった中で、吉田地区の人口も平成18年１月には2,956人でしたけど、現在は2,005人

と人口減が進んでおります。 

 あと、吉田公民館の今の活用としましては、行政窓口、地域コミュニティーとか、あとお

花とか、いろいろ民謡とか、ワークショップ、俳句、編み物とか、いろいろ市民活動がなさ

れております。そして図書室もあります。 

 そういった中で、吉田公民館の考え方、あり方をお尋ねしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 文化・スポーツ振興課長。 

○文化・スポーツ振興課長（三根伸二君） 

 お答えします。 

 吉田公民館につきましては、主に吉田地区の方々の公民館活動の拠点としまして、地区の

コミュニティーなどの打合せの場であったりとか、女面浮立や民謡などのサークル活動の場

などとして御利用いただいているところになります。 

 近年、建物の老朽化が目立つようになりまして、長寿命化を図りますよう来年度から計画

的な補修を考えております。 

 今後とも、吉田地区の皆様の公民館活動の基本的拠点としまして吉田公民館を御活用いた

だくために、適切な維持管理に努めていきたいと思っております。 

以上になります。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 老朽化もしていますので、来年から改修の計画を立てておられるということです。 

 以前は吉田公民館でがん検診も行われておりましたけれども、３階建てということもあっ

たりとか、新型コロナウイルスで密集したらいけないということで、ここ何年か嬉野地区で

開催されておりますけれども、今後はどう考えておられますでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（小笠原啓介君） 

 お答えをいたします。 

 吉田公民館で行っておりましたがん検診ですけれども、令和２年度まで実施をしておりま

す。令和３年度からはU-Spo（ユースポ）の方で実施をしております。 

 先ほど議員おっしゃられたように、検診会場としては狭い、２階まで利用しなければなら
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ない状況、それから受付を外で実施しなければいけないとか、かなり手狭な会場であったと

いうことになっております。 

 また、令和３年度から新型コロナウイルス対策として間隔を空ける広い会場が必要となり

ましたので、今U-Spo（ユースポ）の方で検診をやっているというところでございます。 

 しかしながら、いまだに新型コロナウイルス感染が拡大する可能性は残っております。そ

れと、段差の問題というのもございますので、吉田地区の方は以前と比べて遠い会場とはな

りますけれども、今後も現在の体制で続けてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 がん検診も以前は吉田地区で行っていただいて、受診率も高かったと思いますけれども、

今、課長の御答弁の中では、まだまだ感染もありますということで、しばらくはまだ嬉野地

区でということで理解しました。 

 今後、吉田地区の公民館ですけれども、市長としてずっと今の公民館、長期的に考えたと

きに、改修をしながら公民館を維持していくというお考えでよろしいでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 吉田公民館のみならず、公共施設は軒並み老朽化が進んでおる中でございますので、適切

に維持管理をしていく、あるいは今後の改修というものも計画的にしていくものだと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 維持管理のために改修をしていくということですけれども、先ほど健康づくり課の課長が

申されましたように、がん検診でも、やっぱり３階とか、手狭とかで、なかなか吉田地区で

はがん検診をできないと、しにくいということでありました。 

 将来的に見て、先ほど申しましたように、人口も減ってきております。生徒数も、令和４

年は吉田小学校が77人、吉田中学校が51人です。今のところ、若干少なめですけれども、そ

の数字で推移をしております。将来的には少子化ということで減ってくるんじゃないかなと

思ったときに、吉田小学校・中学校は今連携でされていますけれども、将来例えば一緒に
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なって、どちらかの校舎が空くとなった場合に、そこに例えば公民館とかコミュニティーと

かを移設していただいて、そしたら駐車場も広くあっていろいろ活用ができると思いますけ

れども、そういった考えは、市長はどんなでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 そういった地元からのお声もいただいておりますので、私どももそれは受け止めておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 ３階建てで手狭ということもあって、高齢者の方もおられて、やっぱり利活用として

ちょっと難しいところがあるかなと思ったときに、１階のところでいろいろ活動したりでき

たらなと思ってお伺いいたしました。 

 では次に、②の観光コンテンツの磨き上げをどのように考えていますかということで、今

回は広川原キャンプ場、春日渓谷、横竹ダム周辺の活用に絞ってお聞きしたいと思います。 

 まず、第二次嬉野市総合計画のアンケートにあります魅力についてですけれども、自然環

境が豊かである、これは毎回私は言っているんですけれども、これが67.3％あります。本当

に嬉野地区は自然が豊富、豊かであるということ、そこを観光のコンテンツとして考えてお

られると思いますけれども、そのことでお尋ねいたします。 

 まず、広川原キャンプ場は農林整備課の所管でありますけれども、これも観光としての位

置づけもあっていいんじゃないかと思ったときに、もっと観光の要素を取り入れていろいろ

仕掛けをしていくという考えは、観光商工課の課長としては、広川原キャンプ場をどのよう

に捉えていらっしゃいますか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 広川原キャンプ場ですね。私も以前担当しておりましたけれども、とてもいい環境でござ

いますし、あそこの湖周辺を歩きますととても爽やかな気分にもなりますので、観光客の方

にも多く訪れていただきたいという施設と思っております。 

 以上です。 
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○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 そうですね、私も広川原キャンプ場は近隣のキャンプ場の中では本当にすばらしいキャン

プ場と思います。 

 そこで、やり方によっては、多くの観光客の方に来ていただいて、そこでいろいろ子ども

向けのイベントとかされたらもっと足を運んでいただけるかなと思っております。 

 市長は広川原キャンプ場を観光面ではどのようにお考えですか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えしたいと思います。 

 今、広川原キャンプ場も多くの方が御利用いただいていますし、民間の活用の提案等々も、

昨年すばらしいイベントを開いていただいたんじゃないかなというふうに思っております。 

 そういった市場可能性というのはありますので、今、予算の中でお願いしている指定管理

に向けた動きというのもしているかというふうに思っておりますし、景色、景観自体も非常

に価値の高いものですので、来年も九州一円で運行するバス会社の８月のカレンダーには、

広川原キャンプ場の生い茂る木と湖畔の景色というものが採用されているということでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 そうですね。新緑の時期も本当にすばらしくて、空気感が漂ってすばらしいところと思い

ますので、ぜひこれも観光コンテンツの一つとして磨き上げをしていただきたいと思います。 

 そこのところをもう一回、観光商工課長よろしくお願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 ぜひコンテンツとしてＰＲしていきたいと思っておりますけれども、今年も韓国の旅行会

社の方が、嬉野温泉の宿で一泊、それともう一泊を広川原キャンプ場でということで、そう

いう企画も行っていただいております。 

 そういうことで、そういうものをもっともっと広げていければと思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 今、観光商工課長に答弁いただきましたけれども、そのように、所管は農林整備課であり

ますけれども、本当に観光の要素も含まっていますので、そのように連携して、どんどん

ＰＲをしていただきたいと思います。 

 では、②番の春日渓谷、これは観光商工課の所管と思いますけれども、これも観光協会で

調べてみますと、以前ですけれども、じゃらんの口コミとかあって、自然が美しい春日渓谷、

紅葉もきれいですが、新緑もエネルギーを感じますといって5.0のポイントをいただいてい

ました。それと手つかずの自然が残されていますということで、遊歩道があるので、散歩で

きて便利ですという口コミがありました。 

 私も先日行ってまいりましたけれども、もう紅葉も終わっていますけど、本当にすばらし

いところかなと思った時に、一つ残念なのが、観光協会の春日渓谷の案内の中で、アクセス

のことで書いてあったんですけど、ＪＲ肥前鹿島駅から吉田経由嬉野温泉行きの祐徳バスに

乗り、羽口坂で乗換え、大野行き祐徳バスで春日下車、徒歩40分と書いてありました。そこ

がちょっと残念でならないんですけれども、今祐徳バスもありませんし、また、春日地区か

ら春日渓谷に行くのが通行止めになっております。そこは確認されていますでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 道が今閉鎖中ということは理解しております。 

 以上です。（「アクセスのこと」と呼ぶ者あり） 

○議長（辻 浩一君） 

 そのまま。 

○観光商工課長（小野原 博君）続 

 観光協会のホームページでのアクセスの表示については、今のところそこまでは確認して

おりませんでした。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 ぜひ確認していただいて、そこの訂正をお願いしたいと思います。 

 それと、ここも観光コンテンツの一つと思うんですけれども、春日渓谷の遊歩道、私も本

当に大好きなところなんですけれども、いろいろ災害があったときに、もう少し整備をして
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いただいたら、例えば先ほどの広川原キャンプ場にしても春日渓谷にしても、レンタカーを

借りたりとか、ちょっと足を伸ばせばレンタサイクルで行けるような、宿泊していただいて、

滞在時間を延ばしていただく絶好の場所かなと思いますけれども、そこの遊歩道の管理、整

備についてどのようにされていますでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 お答えいたします。 

 春日渓谷の整備については、以前、農林の事業で整備したものと理解しております。 

 そういう中で、一部管理ができていないということでございますけれども、ごみ拾い等は

観光課の方でも行っておりますので、県の河川でもありますので、県の方ともそこら辺は協

議したいと思います。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 ぜひ、その遊歩道というのは、せっかく訪れた方が、先ほど口コミでもありましたけれど

も、遊歩道が散歩できて便利ですということとか、私も行って、春日渓谷は新緑のときは本

当にきれいなんですよね。ですので、遊歩道の整備とかをぜひしていただいて観光コンテン

ツの一つにしていただきたいと思います。 

 次に横竹ダムに行きますけれども、横竹ダムは平成６年に着工し、長期の工事の末、平成

13年１月に完成しております。 

 これまで、横竹ダム、これは建設課の所管と思いますけれども、完成以来、地元の方で

ずっと整備をしていただいておりましたけれども、やはり高齢化とかで、五、六年前に地元

有志の方で整備をされていたということですけれども、昨年度までで市にお返しされて、今

年度はシルバー人材センターに依頼されているとお聞きしております。 

 そこの中で、横竹ダムも周囲３キロメートルの距離があって、よくジョギングとか散歩と

かされるのに適していると思います。 

 それと、以前、２年ぐらい駅伝大会とかをされて、本当にイベントするにもいいところか

なと思っております。 

 そこの中には、親水広場、イベント広場、多目的広場とあるんですけれども、そこの整備

が、これまでは地元でしていただいていたんですけれども、やはり高齢化で無理ということ

で、ここも観光コンテンツの一つとして整備していただきたいんですけれども、まず建設課

の方にお尋ねします、整備のあり方としてどのようにされていますでしょうか。 
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○議長（辻 浩一君） 

 建設課長。 

○建設課長（馬場敏和君） 

 お答えいたします。 

 先ほど議員の方から、昨年までは地元の方が除草等をしていただいておりました。今回そ

ういう理由でシルバー人材センターの方に委託しております。 

 内容としましては、年に２回の除草、あと、側溝等の清掃を行っております。 

 今回、夏場の分で暑かったということで、熱中症でシルバー人材センターのほうもちょっ

と人手不足ということで、11月末から、今現在、除草をしております。 

 今後も適切な維持管理に努めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 維持管理もですけれども、これまでは年に２回ぐらいされていたと思うんですけれども、

観光コンテンツの一つとして整備するというのは、やはり予算をかけてしていただきたいと

思っております。 

 市長もこの観光コンテンツの一つとして横竹ダムを認識していただきたいんですけれども、

そこのところのお考えをお伺いいたします。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 観光協会のホームページでも横竹ダムの御衣黄桜の開花状況等、いろいろと季節になると

お知らせがされていますので、観光コンテンツとして既に認識をしているというふうに思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 認識はしていただいていると思うんですけれども、その整備として、小まめにおもてなし

の気持ちも込めて整備をしていただきたいと思いますけれども、そこのところはいかがで

しょうか。 

○議長（辻 浩一君） 
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 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えしたいと思います。 

 以前の予算の中でも、そこのグラウンド部分のイノシシ被害からの復旧についてもお願い

したように、適宜やはり予算措置もしながら管理をしてまいってきたところでありますし、

今後もそのような方針でまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 横竹ダムですけれども、本当に見に行ってみて、まだ今現在シルバーの方に除草作業をし

ていただいているということですけれども、それが年に１回、２回というよりも、本当に常

にきれいに整備されて、観光客の方がドライブとか来ていただくように、いつ行ってもきれ

いに、そこを観光としていただけたらと思いますけれども、そこら辺は観光課としてはどの

ように考えていらっしゃいますか。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（小野原 博君） 

 先ほど市長が申されたとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 ぜひ、嬉野市は観光地としてそういうふうにされていますので、あらゆる観光コンテンツ

を広げてもらって、しっかりと整備をしていただきたいと思います。 

 では次に、３番目、吉田地区を子育てゾーンにできませんでしょうかという質問をさせて

もらっていますけれども、こちらは塩田の庁舎の利活用で子育て文教ゾーンにしますとあり

ますし、また吉田地区は、最近、転入者も少しずつ増えております。 

 そこの中で、よく言われるのが本当に環境がいいもんねとか、住みやすいとか、子育てし

やすいもんねというお声もお聞きしますので、そのように吉田地区を子育てゾーンでしてい

ただけたらと思います。 

 そういった中で、当初予算で民間宅地開発支援事業補助金ということで予算化されていま

すけれども、それも学校より２キロメートル以内のところに住宅開発ということでされてい

ます。そこも含めて、例えば学校近くに宅地とか市で造成していただいて、子育てゾーンと
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しての考えを御提案したいんですけれども、市長いかがでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 塩田庁舎の利活用検討の中で、文教・子育てゾーンということで私どもも用語としては

使っているところでございまして、具体的に申せば、今、Lykke（リュッケ）、保健セン

ター、その他、地域に出ていく形の展開をしていただいておりますけれども、そういった子

どもたちの発育に関して、親御さんが気軽に相談をしながら、また、子どももそういったと

ころで楽しみを得ながら、コミュニティーを形成したり、また、専門家とのつながり、私ど

も行政とのつながりを持っていただく場として、現在庁舎のあります地域というのは非常に、

五町田、久間、塩田、大草野、「ごましお」、どのエリアからも交通アクセスにすぐれてい

るという地域的な特性を生かして、そのようなゾーンとしての活用を想定しておるところで

ございます。 

 その吉田地区を子育てゾーンにするということで、それにつきましては、増田議員のお話

だけではどういったお考えなのか分かりませんので、本当にお時間がかかっても大丈夫です

ので、御高説を承りたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 それは後ほど。吉田地区を子育てゾーンにというのが、やはり少子化にもありますし、そ

こに先ほど申しました公民館のことも、将来は小・中学校の一つを公民館、コミュニティー

とかに活用できないかというお話もさせていただきましたけれども、そこに例えば、子育て

世代の方が遊べるとか、そこを拠点として、公共建物の中で、雨の時も風の時も利用できる、

そういうゾーン、施設もあってもいいんじゃないかということでお尋ねいたしました。 

 そういった中で、４番ですけれども、吉田地区を地域活性化させるための検討委員会を立

ち上げてみてはどうかということをお尋ねしておりますけれども、こちらも、今、嬉野地区

では庁舎検討の委員会があって、塩田地区では庁舎利活用の検討委員会もあります。できま

したら、例えば吉田地区の教育、文化、産業、自然環境、住まいとかを分けて、例えばワー

クショップとかをしていただきたいんですけれども、検討委員会とか、そういうのを立ち上

げていただきたいんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 
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○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えをいたします。 

 市内各地における地域活性化につきましては、行政運営において必要不可欠なものという

ことで認識をしており、総合計画及び、まち・ひと・しごと総合戦略など市の包括的な計画

及び各分野別の個別の計画等に掲げる様々な目標とか、指標の達成、あと地域課題の解決の

ために市として主体的な施策展開や各種地域団体への側面的な支援を行っているところでご

ざいます。 

 一方で、各行政区や地域コミュニティーを初めとする各種地域団体においても、自発的に

各地域や各個別の分野の特性を生かした多様な活動を通じて、行政とも連携をいただきなが

ら、各地の活性化に寄与していただいているところです。 

 私どもの企画政策課の関連で申しましても、いきいき吉田会の皆さんであったりとか、地

域コミュニティーの人材育成であったりとか、窯元吉田皿屋ひかりぼしとか、そういった

様々な自発的な活動をされているというようなことがございます。 

 このような状況から、現時点においては、特定の地区における行政主導の活性化委員会と

いうのの設置は考えておりません。 

 先ほど御発言がありました嬉野庁舎及び塩田庁舎の塩田活性化の委員会ですね。 

これにつきましては、それを起因とする委員会でございますので、今のところはそういった

設置の予定はないというようなところで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 自発的な活動をしていただきたいと、その中で市として関わることはありますけどという

ことで理解してよろしいですかね。 

 例えば、地元でいろんな活動団体があって、自発的にそういうのを立ち上げてもらって、

市はそこに何らかの手伝いをしますよという考えでよろしいんでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えいたします。 

 冒頭ちょっと触れましたけれども、市の全体的な総合戦略、総合計画等、計画がございま

すので、基本的にはそれに沿った市の施策というものを展開していくということです。 

 その中で自発的な事業、活動をやっていただいて、そこに対しては市として支援をしてい

くというような内容でよろしいでしょうか。 
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○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 分かりました。本当に何でもですけれども、自発的に活動とか課題を抽出して、それに対

して市が支援していただくということで理解いたしました。 

 それでは次、子育て支援に移りたいと思います。 

 この子育て支援ですけれども、前日までの質問の中でも、市長とかの答弁で、子育て支援

については、東洋経済新報社が行った812市区を対象とした住みよさランキング2023年では、

子育て編で、全国９位という本当に輝かしいランキングをいただきました。 

 その中で、よく言われています医療体制や子どもの安心・安全の生活のしやすさ、公園の

充実度などを評価しての算出ということで理解しております。 

 そういった中で、市長就任以来、こどもセンターを充実させたいということで言っていた

だいているんですけれども、このうれしのやさしさプランの中でも、43ページの中に、子ど

もと子育てをする親が笑顔になれる思いの場を作りますということで、この中に、こどもセ

ンターの遊びの場の充実とありますけれども、これはどういったことを、具体的にお伺いし

たいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 子育て未来課長。 

○子育て未来課長（牧瀬玲子君） 

 お答えいたします。 

 こどもセンターは利用者支援事業を実施しております。利用者支援事業の役割である子育

て家庭や妊産婦からの相談、そして、子育てに関する情報収集、情報提供及び子育てニーズ

の把握などを行うためには、相談室だけ設置しても、相談だけに来る人は少ないと推察され

ますので、子どもと一緒に遊ぶ場所を設けて、そこで会話をする中で、困り事や心配事を聞

いて、一緒に考えたり、子育てに役立つ情報を提供できる身近な場所として、遊びの場を設

けて利用促進を図っております。 

 取組といたしましては、子どもや親同士の交流の機会の提供、親子で楽しめる行事の開催、 

休日開所の拡大、親子と地域をつなげるための出張場所の拡大などになっております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 分かりました。遊び場ということで、本当に子育て世代の方は今、リュッケとか子育て支

援センターとかに出向かれていますけれども、やはり私が思った遊び場の充実というのは、
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よくお声があるのが、今、土曜開設をしていただいていますけれども、日曜日とか、雨天の

ときになかなか外にも行けないので、部屋の中で遊べる広い遊び場というのがよくお声があ

るんですけれども、その遊び場の充実も含まれているかなと思ってお尋ねいたしました。 

 あと、こどもセンター、設立はされていますけれども、箱が、市長就任以来、今、保健セ

ンターの、最初はそこの一角で、こどもセンターのリュッケは始まったわけなんですけれど

も、今は楠風館で開催されております。 

 これまでの質問の中でも、こどもセンターという箱物を考えた場合に、複合的な、例えば

お年寄りから、世代間を超えた集まりの場にしたいというのをよく言われておりました。 

 そういうふうにしたいというのをお聞きしていたんですけれども、例えば具体的にいつ、

どのようにされたいかというのがなかなか見えないので、そこのところを、青写真的なとこ

ろはあるのかなと思って今回お伺いしたいんですけれども、今度新庁舎も建設に向かいます

けれども、そこの中で子育て支援センターも、今回、第２庁舎解体に伴って仮的に移設する

わけなんですけれども、今後、こどもセンター、子育て支援センター、リュッケとか、そこ

の受け皿としてどこをどのように想定されていらっしゃるんですか、そこをちょっとお伺い

したいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 今、子育て支援センター、そして塩田地区においてはリュッケ等の展開を行っております

けれども、そのオープンの時にも申し上げましたとおり、今後そこをもう少しサービスの拡

充もしていく中で整備を図っていくというふうに申し上げたはずでございます。 

 その中で、塩田庁舎の利活用の検討委員会の中でもそういった多世代間の交流拠点という

お声もあっているというふうに思っておりますし、また新庁舎整備に伴いまして、公共の子

育て支援のサービスとつながりを持つ場としての、どういった整備をしていくのかというの

を検討しております。 

 それにつきまして、実現するための財源の裏打ちとしても子育て夢基金を積み上げており

ますので、実現に向けて一歩一歩進んでいるものと認識をしております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 このことは以前から質問させていただいているんですけれども、早い段階でお示しいただ

けたらと思います。 
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 では、最後の質問に入ります。嬉野庁舎第２庁舎解体に伴う利用者の駐車場確保について

お伺いいたします。 

 資料をいただきました。嬉野庁舎第２庁舎の解体ということで、嬉野庁舎前の駐車台数と

職員台数をお伺いいたしますけれども、来客用が33台、職員用が45台、公会堂跡の駐車台数

と職員駐車台数をお伺いしましたところ、職員用で60台、こちら公会堂は職員用だけとして

利用していますということです。 

 あとU-Spo（ユースポ）及び市民センター駐車台数と職員用駐車台数とお伺いしました。

来客用が149台と、職員用が46台、あと嬉野庁舎関係の公用車台数が66台ということですけ

れども、こちらの資料をいただきました中で、解体に伴う職員の方とか利用者の方の駐車場

の確保としてはどのように考えていらっしゃるのでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えをいたします。 

 嬉野庁舎第２庁舎解体に伴い嬉野庁舎の公用車、裏手の方に今、駐車スペースを設けてい

ますけれども、この分が44台ございます。この分が解体に伴って使用できなくなる予定です 

 このため公用車駐車場を嬉野庁舎の南側、現在職員が一部止めている分ですね。南側の職

員駐車場、または公会堂跡地に確保したいということで考えております。 

 なお、第２庁舎解体中の文化センター利用者の駐車場、この分がございますけれども、こ

れにつきましてはこれまでと同様に利用できるような形で計画しております。 

 解体中には隣接をしておりますので、庁舎と図書館利用者の安全な動線を確保しながら、

事故等がないよう十分に安全対策と工程管理、これもやっていきたいということで考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 確認も含めてお尋ねしますけれども、嬉野庁舎関係の解体に伴う公用車の台数が44台とい

うことで、その44台は嬉野庁舎の南側の職員の方が止めていらっしゃるところに止めますと、

そしたら、これまで職員の方が止めてあった方は公会堂とかに配分するということでよろし

いですかね。 

 文化センターの分は、第２庁舎解体になっても、その駐車場はそのまま、これまでどおり

使えるということでよろしいですか。 

○議長（辻 浩一君） 
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 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えいたします。 

 議員御発言いただいたとおりでございますけれども、公用車については、44台分について

は、今現在は第２庁舎と文化センターの間のところに止めてありますので、その分について

は、現在職員が駐車スペースとしております南側、一般駐車場も一緒になっていますけれど

も、そこの職員が止めていたところに公用車駐車場としたいということで今は計画をしてお

ります。 

 そこの職員が止めていた部分については、公会堂の跡地に区画線等も必要かなとは思って

いますけれども、そこのスペースを活用して職員駐車場とさせていただきたいということで

今のところ計画をしております。 

 文化センターの利用者については、今現在の文化センターの正面の１列の部分と、西側の

ほうにありますけれども、この分については、先ほどお話ししましたとおり、通常どおり

使っていただけるような形で考えております。この分が合計で30台から35台程度だと認識し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 それでは、ちょっと復習になりますけれども、公用車の分が嬉野庁舎南側に来まして、そ

こに止められていた職員の方は公会堂ということですけれども、公会堂は、じゃ、そこに100

台ぐらい止められるということで理解してよろしいですか。現在60台止まっているわけです

よね。そこにこれまで四十四、五台の職員の方が嬉野庁舎南側に止められていたけど、そこ

の方たちが公会堂跡地に駐車されるということでよろしいんですか。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 答えいたします。 

 現在も公会堂跡地の方については職員の駐車場として利用をさせていただいているところ

でございますけれども、新たに解体の分で、新年度からは公会堂跡地の方に合計で143台を

確保できる見込みとしております、既存の分も含めてしておりますので、その分で計画をさ

せていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 



- 304 - 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 じゃ、公会堂跡地では結構駐車できるということで、そしたら、市民の方はこれまでどお

り、庁舎南側には、来客用が33台ということですけれども、何か会議があったり云々したと

きには、どのようになるんでしょうか。会議とか、普通の来庁者はよろしいかと思いますけ

ども、いろんな会議があった場合はどのようにされるんでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えをいたします。 

 現在、工事期間中に入りますので広い余裕のある敷地というのがなかなか確保できにくい

状況ではございますけれども。そういった臨時的に駐車場が必要な場合で、例えば庁舎の部

分で必要だとか、庁舎関連で必要な行事というのがどういった部分、あまり大きな行事等も

できないのかなと、公会堂等も今現在ありませんので、どういう部分を想定されているのか

ちょっと分かりませんけれども、そういった場合が生じた時には臨時的に策を考えながら、

職員駐車場の移動だとか、そういった部分で対応することになると思います。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 私が今回のことで一番心配していたのが、文化センターの利用の方が、安心・安全のため

にどのように計画されているかなということもあってお伺いしているところなんですけれど

も。 

 第２庁舎解体に伴って、これまで通り文化センターの方の駐車場は使えるということです

けれども、安心・安全のための対策としてはどのように、文化センターの利用の方に対して

は対策としてどのように考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えいたします。 

 嬉野庁舎来庁者及び文化センターの御利用の方の駐車場に関しましては、先ほど申し上げ

ましたとおり、台数的にはですね、今現在から区画数が減るということはございません。 

 しかしながら、工事期間中、新庁舎ということになれば長期にわたってそういった利用者

の方に使いづらい、止めづらい環境になるかと思いますので、その辺に関しましては、仮囲



- 305 - 

いなんかを設置をして安全面には十分に配慮をしたいと、あとまた、工程管理、この分につ

いても十分に図っていきたいということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 増田朝子議員。 

○11番（増田朝子君） 

 そうですね、工事があっていても、文化センターは図書館、あと３階で体操とかリズムダ

ンスとか、それを継続されて、利用していただくということをお伺いしております。あと、

お話どんどんとか開催されていますので、本当に安心・安全に努めていただいて、利用する

のに支障のないように、計画的にしていただきたいと思います。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（辻 浩一君） 

 これで増田朝子議員の一般質問を終わります。 

 ここで10時35分まで休憩いたします。 

午前10時25分 休憩 

午前10時35分 再開 

○議長（辻 浩一君） 

 再開します。 

 休憩前に続きまして一般質問を続けます。 

 議席番号４番、阿部愛子議員の発言を許可いたします。 

○４番（阿部愛子君） 

 皆さんおはようございます。議席番号４番、日本共産党の阿部愛子です。傍聴していただ

いている皆さんありがとうございます。 

 議長の許可をいただきましたので、一般質問を行いたいと思います。 

 その前に、今テレビをつければ、イスラエルの大規模攻撃によるパレスチナ、ガザ地区の

深刻な人道危機が行われているのを見ます。傷ついた子どもたち、私には何もないと泣き叫

ぶお母さんの姿を見て、胸が締めつけられる思いがしています。病院への攻撃、無差別攻撃、

封鎖、食料輸送やインフラの停止、撤退命令もジュネーヴ条約に反します。イスラエルのガ

ザでの国際人道違反の蛮行は絶対に許せません。ガザは人質を開放し、双方がテーブルにつ

き、即日停戦するように強く求めます。 

 そして、アメリカのオスプレイ、以前は空飛ぶ棺おけと言われたことがあるそうです。オ

スプレイで亡くなられた方は63人。嬉野の空にオスプレイは要らない、佐賀のバルーンの空

にもオスプレイは要らないと私は思います。 

 質問に入ります。 
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 １つ目は、学校給食無償化について、２つ目は、高齢者の難聴への補聴器購入助成金につ

いて、３つ目は、市の広報紙配布についてです。 

 昨年３月に給食無償化の質問をしました。あのときから全国的に子どもの食の安心・安全

に対する関心が高まっています。 

 世界の食料問題、気候変動問題などの大きな波が市民の皆さんの生活、暮らしに影響を与

えていると思います。その波は、物価高騰で暮らしが大変という市民の皆さんの声にもなっ

ています。何とかしてほしいという悲鳴も上がっています。 

 子どもたちの健康と健全な発達を支えるためにも給食無償化を進めてもらいたいと思いま

すが、お考えを伺いたいと思います。 

 あとの質問は質問席で行います。 

○議長（辻 浩一君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 阿部議員の第１問目でございますけれども、学校給食の無償化についてお答えを申し上げ

たいと思います。 

 給食費の無償化については、保護者負担の軽減になるものとは常々思っております。しかし、

一度無償化にすれば、恒久的に続けなければならない状況であります。学校予算は、限られ

た予算の中から支出となり、実施に踏み切るには継続的な予算の確保が課題でございます。 

 なお、学校給食の食材は学校給食法に規定された経費負担の原則にのっとり、保護者に負

担していただくことを基本にしつつ、適宜必要な支援を行っていきたいと思っております。 

 現時点で学校給食の完全無償化を実施することは考えておりません。今後におきましても、

給食費に関する国費等の動向を注視して──実は、３月の新聞記事あたりでは無償化の話も

出ましたけれども、それを注視して今後もいっているところでございますので、そういった

ところで答弁にしたいと思っております。 

 以上。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 今後注視をしていただくということなので、期待をしたいと思います。 

 今、小学校が月4,500円、中学校が月5,200円になっています。 

 嬉野市の児童の数を教えてください。 

○議長（辻 浩一君） 

 教育総務課長。 

○教育総務課長（武藤清子君） 
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 お答えいたします。 

 児童・生徒数ということでお尋ねでございます。これが令和５年５月１日現在の人数でよ

ろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 小・中学校合わせて1,938人でございます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 私たちのときからすると随分少なくなったなと。吉田小学校も１学年10人前後なので、寂

しくないかと聞くと、いや、楽しいかよと子どもたちは言ってくれています。 

 それで、今年もうまかもん給食支援のお金が178万6,000円、予算が出ています。それで、

地方財政給付金からも710万円のお金が予算化されていますので、これは令和４年から令和

５年になっていますけれども、令和６年にも継続してやっていけるかどうかをお伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 今のところは、見込みとしては確定はしておりませんけれども、今後、首長部局あたりと

相談しながら協議をしたいと思いますけれども、なかなか厳しい状況でもございますので、

ここで即答はできない状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 いい方向に進むように検討してもらいたいと思います。 

 うまかもん給食支援と応援基金で頑張っていただいて、努力をされているのはよく分かり

ます。この30年間、給料は上がらない、物価は上がっていく中、抑えられるのはお家の食材

だと思うんです。それで、11月21日の朝日新聞に山口教授の記事が載っていました。「無償

化は、お金が全て間違いなく子どもたちのために使われるという点で優れています。社会的

意義も高く、お金が期待した形で使われます。」とありました。白石町に子どもさんを通わ

せているお母さんは、小学校６年と中学校の３年が無償化になっているので、お金を貯めて、

入学の準備ができるので、とても助かっているという話をされました。 

 国からの給付金を活用して、県でも一部無償化などを行ってもらいたいと思いますが、今、

自治体で10町２市、一部無償化されています。今度、政府は地方創生臨時給付金（308ペー

ジで訂正）として5,000万円（308ページで訂正）、11月１日に閣議決定しました。嬉野に行
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く給付金はどのぐらい充てられるのだか、教えていただけますでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 暫時休憩します。 

午前10時45分 休憩 

午前10時47分 再開 

○議長（辻 浩一君） 

 再開します。 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 先ほど政府の地方創生臨時給付金と言いましたが、本当は交付金になっています。そして、

500万円と言いましたが……（「5,000」と呼ぶ者あり）5,000万円と言いましたが、5,000億

円です。訂正します。（「で、それを」と呼ぶ者あり）それを11月10日に閣議決定されまし

たので、嬉野にはどのぐらい充てられているか、お伺いしたいです。 

○議長（辻 浩一君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（松本龍伸君） 

 お答えいたします。 

 議員御発言の重点支援交付金になりますけれども、この分、国の予算として5,000億円で

ございますけれども、嬉野市への配分には交付限度額というのがございます。これが11月29

日に通知がまいりました。この分につきましては、嬉野市で7,603万6,000円というような限

度額をいただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 そのお金を将来のある子どもたちに使っていただきたいと思います。 

 次に進みたいと思います。 

 高齢者にとって難聴は身近な問題です。厚労省の新オレンジプランで、難聴は認知症の危

険要因の一つであるとされています。必要な音が聞こえず、社会生活に影響を及ぼし、危険

を察知する能力が低下する、家族や友達とコミュニケーションがうまく取れないとか、自信

がなくなると、鬱の症状や認知症のリスクを高くしてしまう、社会的に孤立するようになり

ます。 

 高齢者における聞こえのバリアフリー、聞こえの支援の重要性について認識を伺います。

よろしくお願いします。 
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○議長（辻 浩一君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（山口貴行君） 

 お答えをいたします。 

 難聴は、加齢、遺伝、高血圧、糖尿病、喫煙、頭部外傷等、多くの要因と並んで認知症発

症の危険因子の一つとされていると認識しております。 

 聞こえのバリアフリーや支援についても、当市では、新オレンジプラン以前の平成26年度

より心の架け橋手話言語条例の制定を行うなど、重要視をしてきました。以降、現在に至る

まで、難聴対策や手話普及啓発のための活動を、職員を挙げて行っております。 

 また、新オレンジプランで示されている認知症の発症予防としては、運動、口腔機能の向

上、栄養改善、社会交流、趣味活動など日常生活における取組が重要とされていることを踏

まえ、嬉野市では、地域の通いの場の充実、認知症カフェの開催、能力アップ教室をはじめ、

様々な介護予防教室と、多くの方が同時に認知症予防に取り組むことができ、限られた予算

で多くの効果が得られるよう工夫を行いながら、現在、認知症施策を展開しているところで

す。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 いろいろな対策をされていることがよく分かりました。だけど、手話は高齢者にはなかな

か難しいなと今ちょっと思いました。 

 私の周りにも、コミュニケーションが取れなくて、老人会でも、聞こえんけん行きとうな

かもんねと言う人が出てきています。 

 加齢の難聴は、耳から脳への伝達細胞が減少することで聞こえなくなる状態になります。

補聴器は聴力低下が見られる軽度期から使用するのがいいと言われています。軽度では、難

聴を隠して認めようとしないということも言われています。車の免許証の申請のときは必ず

視力検査をしますけれども、聴力検査はありません。聴力が落ちていても、自覚がない。そ

れで受診するのが遅くなってしまう。軽度のときに受診をするように、そして、自分の聞こ

えを知ることが大切だと思います。認知症予防を支援し、日常の生活の質を落とさないため

にも、耳鼻科受診を勧めて、早期から補聴器の使用が必要だと思います。 

 受診を勧める手段としていろいろやっておられはしますけれども、そこに参加されない方

もいらっしゃいますので、広報やホームページで周知をするようなことはできないでしょう

か、お願いします。 

○議長（辻 浩一君） 
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 福祉課長。 

○福祉課長（山口貴行君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど申しましたように、認知症の危険要因としては、難聴と並んで挙げられる加齢、遺

伝、高血圧、糖尿病、ほか、喫煙、頭部外傷等の認知症の危険因子に対する啓発や対策も同

時に、難聴対策と同じように重要であると考えております。 

 また、佐賀県聴覚障害者サポートセンター主催の巡回聴こえの相談、これが今年度は10月

に嬉野市でも実施をされております。相談会では、言語聴覚士による聴力測定があり、個々

のケースに対して助言を受けることができます。難聴の高齢者にも行き届くよう市内の介護

支援専門員を通じて周知を行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 相談の方がいっぱい見えられるといいなと思います。 

 加齢によって難聴になったときの支援はあまりないんですね。それで、チラシに出ている

集音器を買うとかすると、自分の声が聞こえて使いにくいということでした。補聴器は高う

して買えんもんねと多くの人たちから言われます。５万円から60万円するそうです。 

 年金組合の調査では、32都道府県の中で133の自治体が補聴器助成制度を実施されていま

す。佐賀県の基山町では、久留米医大と連絡をして、補聴器購入と検査が12月の議会で一歩

進んだと言われました。 

 市としても、補聴器購入の助成制度の導入に力を尽くしていかなければならないんじゃな

いかと思いますが、いかがでしょうか。購入の件です。 

○議長（辻 浩一君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（山口貴行君） 

 お答えをいたします。 

 補聴器購入に対する補助制度の導入が必要かというお尋ねかと思います。 

 現在利用できる現行制度といたしましては、自立支援給付事業の補装具費があります。専

門医療機関にて診断を受け、身体障害者手帳を取得し、所定の条件を満たすことで、難聴の

高齢者も補聴器を１割負担で購入が可能です。さらに、非課税世帯の方は軽減措置もござい

ます。 

 手間がかかると思いますが、専門医への受診は、正しい診断を受けて、補聴器の使用が有

効な難聴であるかを判断するためにも必要な手順であると考えております。また、治療のた
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めに購入した補聴器は医療費控除の対象にもなります。このような制度を利用して、所得の

低い高齢者も補聴器が使えるようになると考えられますので、今後もこのような周知を行っ

ていきたいと考えます。 

 現在、身体障害者手帳交付対象とならない軽度・中度難聴の高齢者に対しましては、全国

的にも購入費用の助成制度はまだ多くはなく、今現在で、確かに佐賀県内でも助成している

市町はありません。 

 国等の報告の中でも、認知症の予防につながる事業であれば、そういった国や県の施策と

して全国的、全県的にも進められる事業だと考えておりますので、当市といたしましては、

引き続きそれを注視しながら、必要であれば国や県に要望を伝えて、事業実施については検

討していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 詳しい説明ありがとうございます。この先、市は認知症予防の対策が重要になってくると

思います。そして、それが支援の柱になってくるのではないかと思いますので、検討をよろ

しくお願いいたします。 

 最後は、市報の配布についてお伺いします。 

 市報の配布世帯と発行部数及び配布率についてお伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 広報・広聴課長。 

○広報・広聴課長（津山光朗君） 

 それではお答えいたします。 

 令和５年10月末現在で申し上げます。市内、今約１万世帯のうち、配布世帯数は約8,300

世帯。よって、配布率につきましては約83％です。 

 それと、発行部数につきましては9,300部ということになっております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 配布の方法はどうやっていらっしゃるんでしょうか、お願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 広報・広聴課長。 

○広報・広聴課長（津山光朗君） 
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 お答えいたします。 

 原則、これは毎月、行政区長を通じて行政区に加入している世帯に配布を行っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 区のないところではどういうふうになっているのかなと思うんですね。今までは車があっ

たので、市役所に取りに行っていたそうなんです。ところが、高齢化で手放してしまって、

市報を取りに行けないということです。それで、放送があるのを聞いているんだけれども、

その放送についていけなくて、今困っていますという市民からの訴えがありました。 

 市のほうは、全ての市民の方に配布してもらいたいと思いますが、区のほうでの方法と

いったら、区に全部下ろしているんですかね。区に入っていない人はどういうふうになって

いるのか、ちょっとお伺いしたい。 

○議長（辻 浩一君） 

 広報・広聴課長。 

○広報・広聴課長（津山光朗君） 

 お答えいたします。 

 基本的に区長を通じて配布しているのは行政区に加入している世帯ということになります。

しかしながら、区に入っていらっしゃらない方にとっても手に取りやすいように、近くでい

けば市役所は当然ですけれども、公民館、図書館などの公共施設16か所、そのほか、市内の

スーパーですね、そこに４か所。あと、金融機関関連で11か所にも設置をしていただいてい

るところです。 

 そのほか、市のホームページへの掲載とか、市の公式LINE、そういったのでも毎月発信を

しておりますので、なかなか紙媒体で御覧いただく機会がない方も広く活用をいただけるよ

うなシステムとしているところです。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 高齢でお店にも取りに行けないということなんですね。だけれども、健康診断とか、そう

いうのを知りたいとおっしゃっていたんですね。それで、市は届ける義務はないんですかね、

一件一件市報を届けるという。 

 何か例えば、この間、大阪の視察に行ったときは郵送していますと言われたんですよ。私

に相談をされた方は、本当、この間お店に行ったらなかったと、連れていってもらったらな
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かったということなんですね。その手段がないので、取り残された感じがするので、何か方

法はないですかという相談だったんですね。 

○議長（辻 浩一君） 

 広報・広聴課長。 

○広報・広聴課長（津山光朗君） 

 お答えいたします。 

 県外の方でも希望されている方もいらっしゃいまして、その場合は、郵送料をいただいて

郵送しているというケースもございます。 

 例えば、そういったスーパーとかに行ってもなかった場合は、こちらはまだ予備で毎月100

部ぐらい残りますので、その辺りを電話とか問合せしてもらえれば、今、毎月、そういった

スーパーとかにも担当者が持っていっていますので、そういったことでも問合せをしていた

だければと思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 市長はいつも一人も取り残さないとおっしゃっていますので、この先も市の皆さんに届け

るようにしてもらいたいと思います。 

 それで、私に相談された方には郵送では駄目かということは相談してみます。この先、な

るべく皆さんに届くように努力してもらいたいと思います。 

 これで私の質問を終わります。 

○議長（辻 浩一君） 

 最後の発言で答弁を求めますか。 

○４番（阿部愛子君）続 

 お願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 じゃ、お答えをしたいと思います。 

 議員御発言のとおり、やはり市報の中身には、私どもとしてもお伝えをしなければならな

い内容がたくさんありますし、やはりこの市政の動向を知っていただくことで市民参画が促

進されるものだというふうに理解をしておりますので、なるべく多くの方に届くように努力

を重ねてまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（辻 浩一君） 

 阿部愛子議員。 

○４番（阿部愛子君） 

 よく分かりました。ありがとうございました。 

 これで一般質問を終わります。 

○議長（辻 浩一君） 

 これで阿部愛子議員の一般質問を終わります。 

 一般質問の議事の途中ですが、ここで11時15分まで休憩をいたします。 

午前11時５分 休憩 

午前11時15分 再開 

○議長（辻 浩一君） 

 再開いたします。 

 休憩前に続きまして一般質問を続けます。 

 議席番号９番、宮﨑良平議員の発言を許可します。宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 皆様こんにちは。議席番号９番、宮﨑良平でございます。傍聴席の皆様、またケーブルテ

レビ等でしっかりと御覧なられている皆様におかれましては本当に感謝いたします。ありが

とうございます。どうぞ最後までお付き合いいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、昨日、少しだけ体調を崩されたということで、本日は市長不在の中で一般質問とな

るのかなと思っておりまして、このほとばしる熱い思いを誰にぶつけようかと心配をしてお

りましたが、無事戻ってきていただき感謝しております。安心しております。 

 本日は師走でもありますし、できるだけ穏やかに、しかしながら、一生懸命心を込めて一

般質問をさせていただきたいと思います。 

 さて、それでは一般質問に入らせていただきますけど、今回は大きく分けて３つの質問を

挙げております。１つ目に防犯について、２つ目に有害鳥獣対策について、３つ目にナイト

タイムエコノミーについてをお伺いいたします。 

 まずは防犯についてということで、１つ目に挙げております、市内各所防犯灯の設置状況

についてをまず伺い、再質問、ほかの質問におきましては質問者席よりさせていただきます。

よろしくお願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（村上大祐君） 

 それでは、宮﨑良平議員の質問にお答えをしたいと思います。 

 市内各所の防犯灯の設置状況についてのお尋ねでございます。 
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 本市で把握しておるところでは、市内におよそ3,100基の防犯灯が夜間不特定多数の人が

通行する生活道路、あるいは暗くて通行に支障がある場所や防犯上不安のある場所などに、

公共施設の周辺を中心に設置をされております。設置場所の状況に応じて電柱に共架したも

の、専用の柱に取り付けたものなどがあります。 

 また、管理面においては、行政区や班の単位によって維持管理されているもの、地域の防

犯協会が設置、維持管理しているもの、嬉野市商工会が街路灯兼防犯灯として設置、管理し

ているものなど、様々な形態で管理をしていると承知しております。 

 本市の事業といたしましては、既設の防犯灯を平成26年度から長期にわたり全てＬＥＤ化

する事業を実施しておりまして、令和３年度までに完了いたしました。現在は新たに防犯灯

が必要となった場合は、必要とする行政区が地区の防犯協会などに申請を行い、補助を受け

て設置をしていただくことができるようになっております。 

 以上、宮﨑良平議員の質問に対するお答えとさせていただきたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 先ほどの御説明で理解はしました。 

 平成26年から令和３年にＬＥＤのほうも終了したということで、その中でもＬＥＤの照度

が高過ぎて農道付近の作物への影響等があるとかでしていないところも多々あったりします

けど、そういうところを除けば全てやったということでお答えをしていただいています。こ

れに関しては分かりました。 

 次に、２点目に行くんですけど、行政区と行政区の境目周辺において市内各所に暗いとこ

ろがあったりするかと思うんですけど、このような箇所においてどのような対策を取られて

いるか、そこをお伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答え申し上げます。 

 例えば、住宅地でございますと、基本的には個人、それから事業所での維持管理というこ

とになります。比較的公共的なスペースということになりますと、各行政区が注意をしてい

ただいているところかと思います。例えば、行政区におきまして防犯灯が必要と認められた

場合には、先ほど市長の答弁でもございましたように、各地区の防犯協会の補助金等を利用

して設置していただくことが可能になります。 

 現状でできる対策といたしましては、例えば、通学路でしたら、見守り体制の充実、ある

いは佐賀県警に周辺のパトロールの強化を依頼するといったような対策で、そういう人的な
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体制で対応することが可能というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。基本的には個人の住宅があれば住宅の方個人でと、事業所があるところは

事業所の方でと。各行政区の中で基本的にはやっていく事業ということも重々承知しており

ます。しかしながら、各行政区においても、今、人口減少、少子高齢化ということで区とか

班とかに入っていないということもありまして、各行政区において公民館もそれとともに老

朽化したりとか、またそこの改装、改築、地域行事、防犯事業、こういうのをなかなか班費、

区費とかで賄えないような状況になってきているわけですよ。 

 ある行政区で、電気代の負担を理由に防犯灯があるにもかかわらず、ちょっと間引いたり

してつけているところもあるぐらいです。そのような地域においては、区の境に新しくまた

防犯灯を設置し、維持していくという体力があるかというと、ちょっと厳しい現況ではある

と思うんです。 

 そこで、まず市として、この区と区の境の暗い箇所、ちょっと危ないなという箇所をまず

は調査するということをしていただけないかと思うんですけど、御答弁をお願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えをいたします。 

 市としてというのは、実際、市の業務としてはどうかと思いますけれども、例えば、嬉野、

塩田それぞれ防犯協会がございますので、そういったところの中で協議していただくことは

可能ではないかと思います。そういう中で、実際防犯灯を設置されるとなりますと、先ほど

申しました補助事業ですとか協会の予算を使っていただくことが可能かと思います。そうし

た場合には、そういった対応が考えられるということです。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 防犯協会が調査をするということですか。まずは危険箇所、ここ暗いなとかという箇所の

取りまとめ、これは何でかというと、公平性がすごく保たれることだと思うので、ここの部

分をきっちりとやらないことにはなかなか難しいことかなと思うんですよ。 

 そこで、まずは総務・防災ということにおいて、こういう箇所の取りまとめ、こういう箇
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所があるので防犯強化、当然コミュニティー等でこういうところはないですかと、要は調査、

聞き取りをまずはお願いするとか、私のところにも要望が入ってきているので、まずはそう

いうところを調査するということを市ができないかということでお伺いしています。いかが

でしょう。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 繰り返しの答弁になりますけれども、そうした地域の状況、安全性というのに関しまして

は、あくまでも市としては、地域の声というのを上げていただいた上で、市の行政の枠組み

でできることをするという形になります。 

 ですから、基本的に暗い箇所とか安全の確保というのは、一定地域の行政区を単位として、

そういった枠組みで考えていただく必要があると思いますので、例えば、地域で協議があっ

た上で、それを必要な措置が、例えば防犯灯ということであれば、防犯協会のほうに相談を

していただくと。そこで市のほうに御相談が必要であれば、市のほうで対応を考えるという

形になると思います。あくまでも受け身といえば受け身ですけれども、そういった対応にな

ろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 何となく仕組みとしては分かるんですけど、何というんでしょうね、ここで多分この後

ずっと話してもいたちごっこになると思うんですけれども、防犯灯は当然防犯協会に要請し

て立てるものということは分かっているんですよ。分かっているんですけど、市の危険箇所

とか暗い箇所とか、こういったものに関しての把握というのは、当然市としてはしとかな

きゃいけない。そのための調査をやるべきではないかなと思うんです。ただそれだけのこと

なんです。 

 そういうことをまず把握しながら、把握するためのコミュニティー単位での聞き取り、行

政区単位での聞き取り、そういったものの調査ができないものなのかなということをお伺い

しているわけです。市長、そこら辺はいかがですか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 防犯灯の設置であったり、またちょっと区分も違いますけれども、街路灯の設置とか交差
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点照明、様々、地区から要望いただくことが非常に多いんですね。そういった中で、じゃ実

際にそれは検討できないのかというと、何か反対している人がいたりとか地区での合意形成

が非常に難しいというような事情もよく耳にするところでもございます。 

 そういった意味では、合意形成を円滑にしていくためにコミュニティー単位であったり、

そういったところで危険箇所を抽出していただく取組を促すということは、私どもも声をか

けてまいりたいというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 危険箇所の抽出を促すと。そこが仮に促してそういったものが出てきたといったときに、

ただ、各行政区ごとに境、境があるわけじゃないですか。こういうところで、先ほどちょっ

と質問しましたけど、行政区としてはそこの管理というものまでがとても厳しい状況である

ということも理解した上で、今後、そこの部分だけでも、要は電気料とか、こういったもの

を市が負担するとか、今まで事例とか、よその事例もあるんでしょうけど、そういったもの

がないのか。これは意外と決められているじゃないですか、防犯灯とかは基本的に各行政区

の中で電気代を払ってくださいねとあるんですけど、でも境と境は結構難しくて、それこそ

区長が替われば、何でこんなのをつけたんだとか、何で電気代を払わなきゃいけないんだと

か、そういうことがあったりとか、電気代削減のためうちは払わんとか、こういったことも

出てくる可能性があるので、そこの境においては九電と市が契約し、ここの電気料金におい

ては市が払うと、こういったことができるのかできないのか、お伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 いわゆる公共施設ではないところに設置した防犯灯の類いで、そういったところに市が電

気代を払っているというのは承知をしておりません。ですから、電気代軽減のためにＬＥＤ

化というのを進めたという経緯がございますので、そこは市で実施をいたしましたけれども、

その後の維持管理は、原則としてはそこの地区に任されているものと、あるいは設置された

団体に任されているものと思っております。ですから、電気代の負担に関しては、例えば区

で払われているところ、それから班で払われているところ、それぞれあるんじゃないかと思

うんですけれども、そこのエリア内の協議によるものに依存せざるを得ない状況かと思って

おります。 
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 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 原則としては分かるんです。重々分かっているんです。原則として分かるんですけど、そ

ういう区と区の境にある暗く危険な場所というところを特別な基準等を設けながら──設け

ながらなんですよ、設置ということは考えられないかということのお願いなんです。 

 それこそ財源とかなんとかになってくると思うんですけど、こういうことこそ、特にふる

さと納税の本来あるべき姿じゃないかなと。公共性もあり、公平性もあると。こういったも

のをまず利用しながらできないのかなと思いますけど、市長いかがでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 例えば、差し迫った犯罪とか、そういったところでの脅威等が想定されるとか治安上、懸

念があるということであれば、公共として取り組む大義名分というものもあると思いますし、

全ての地区にお住まいの方、以外の方も含めたところの御負担をいただくことも、それは私

どももお願いする立場になろうかというふうに思っておりますので、制度上できないわけで

はないというふうに思っておりますが、まずそれを皆さんに等しく負担をお願いするという

上で、それだけの理由が立つというようなところがもしあるのであれば検討したいというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。まずは取りあえず検証という形で何かしら調べていただきたいというとこ

ろから始めていっていただきたいなと思っております。 

 それでは、次に防犯について、３つ目の質問に移りますが、市が設置する防犯カメラの設

置台数において、実際に現在市に設置されている設置台数で問題がないのか、伺いたいと思

います。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えを申し上げます。 
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 まず、市が設置する理由といたしまして、こちらの公共施設等における防犯を目的といた

しまして、嬉野市防犯設備の設置及び管理に関する条例に基づき、防犯設備の一部として防

犯カメラを設置することができることとしております。 

 現在設置している台数につきましては、適宜必要な台数を財源等の確保によって行ってお

り、適切なものであると認識しております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 全部答えていただきましたね。分かりました。 

 では、今年10月19日午前９時半頃、新幹線嬉野温泉駅の前のオブジェが破壊されるという、

本当に非常に許しがたい事件がありました。現在も犯人は逮捕されていませんし、当然犯罪

を犯した者が悪いんですが、危機管理、防犯対策としては市の責任もあるかと感じておりま

す。 

 駅周辺における防犯カメラの設置について現況を伺います。 

○議長（辻 浩一君） 

 行政経営部長。 

○行政経営部長（永江松吾君） 

 お答えいたします。 

 市が設置している防犯カメラについては、嬉野市防犯カメラ及び録音装置の設置及び管理

運用規則で一覧表をつけております。これによりますと、駅周辺におきましては観光交流施

設周辺と駅前の足湯のところ４か所に設置をしております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。私も先ほどからちょっと見ていますけど、そんな感じですね。 

 市としてもイベント等で力を入れている、駅周辺での集客に向け、これは安心・安全にお

客様を受け入れる玄関口である中で、もし仮にあの場所において今回の比ではない重大な事

件があったとしても、犯人の確定までは防犯カメラでは捉え切れなかったということになり

ます。今後、市として、また駅周辺整備事業の指定管理者等との連携も含めて、対策として

考えなきゃいけないと思うんですけど、そこら辺、市長いかがお考えでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 
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○市長（村上大祐君） 

 お答えしたいと思います。 

 駅舎の周辺、特にいろいろな人がたくさん、市内の方だけではなくて、いろんなところか

ら訪れる方が交差する場所ということでもありますので、やはり皆さんが安心して御利用い

ただけるように、きちんとそういったところ、今回のオブジェの破壊の件も踏まえた上での

対応が必要だろうというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 防犯カメラの設置に当たり、事由とか基準等は説明や条例等で理解をできております。市

内の犯罪が起こり得るような危険箇所等、現在どのような形で情報が収集されて、また、そ

のような箇所においては、集約してデータ化というのが市としてされているのか、そこら辺

をまず伺って、また防犯カメラの設置に当たっては、どこに、誰が、どのような形で、また

どの方向でとか、そういう考察をしながら設置していくのか、併せて伺います。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 現在、防犯カメラの設置につきましては、先ほど議員おっしゃるとおり、条例規則、それ

からドライブレコーダーの運用も含めて、そういった要綱に基づいて運用しているというと

ころになります。 

 データの管理につきましては、設置したカメラの機器によるものかと思いますけれども、

大体はメモリー等に記録をされていって、一定の期間録画して、上書きされていくというよ

うな形になりますので、その時点でのデータというのは１週間程度のものが多いのではない

かと思っております。 

 その設置に当たりましては、玄関先ですとか、それぞれの施設の防犯面を考慮して、そこ

の施設の建設等の際に勘案して、方向に関しては設置されているものと思っております。 

 もう一点、危険箇所の集約ということに関してなんですけれども、これは通常、何か起

こった際に対応するという形になっておりまして、そこのデータに関して記録を取るという

のは何かあってからというようなことになりますので、そういった意味では定期的な集約等

は行っていないというような現状です。 

 以上です。 
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○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 データの集約とかに関して言うと、それこそ声かけ事案とかなんとかがあるじゃないです

か、入ってくるじゃないですか、私たちの携帯にも入ってくるんですけど、声かけ事案が

あった場合、犯罪者なのか、声かけをした犯罪者予備軍の方たちというんですかね、そうい

う方たちがどういう場所で声をかけるかある程度決まっているとよく言うんですよ。こう

いったもののデータを収集する、どこで何時何分ぐらいに、ここの地区で、こういう木が生

い茂っているところだとか死角のところでとか、ある程度こういうものをデータ化できると

思うんです、集約すれば。こういったことをきっちりとやらないと、ちゃんとした防犯対策

にならないし、また防犯カメラをつける際においても、そういったものがちゃんとできてい

なければ、ちゃんとした防犯カメラの意味がないと私は思っていて、そこに関してデータの

集約、データをまとめて、それを防犯カメラ設置というものにつなげられないのかというこ

とをお聞きしたかったわけです。そこに関しては、しているのかされてないのか、お伺いし

ます。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 実際防犯面のデータの整理ということに関していいますと、おっしゃるとおり、レコー

ダーの機器とかの性能力ですとか記録媒体の能力、そういったものもありますので、それを

定期的な集約というのは実際にできないと思っております。できるとしたらば、そういった

危険が、何か犯罪を疑うような事案が発生したときに、県警のほうから連絡が来た際に、そ

れに該当するデータが保存している可能性があれば対応すると、そういったことしかできて

いないのかなと。 

 防犯という意味で申しますと、防犯カメラの設置が抑止力になるという部分はあると思い

ます。ただ、台数が限られておりますので、そういった意味では、しかも公共スペースで、

カメラの向きというのも人家が映らないようにとか、そういったものを勘案しなければいけ

ませんので、そういったものもありますので、公共施設における防犯カメラのデータ管理と

いうのは限度があるものと思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 
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 分かりました。 

 防犯カメラをつけるに当たって、日頃から防犯パトロールとかされている地域の方がい

らっしゃるじゃないですか、そういう方とか、あとは県の防犯アドバイザーという方もい

らっしゃいますね。あと県警とか教育機関の方々のアドバイスとかをいただきながら、防犯

カメラは通常設置するものなのかなと思うんですけど、そこら辺はいかがなんでしょう。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 地域で防犯カメラを設置されるようなケースもあろうかと思います。ただしかしながら、

基本的には市における防犯カメラの設置というのは、公共施設、それから通学路、もちろん

一部ではございますけれども、そういったところでの設置は限られてきますので、その際に

はアドバイザーの、もちろん県警なんかにアドバイスをいただくことはあろうかと思います

けれども、特別な専門性を持って設置するわけではないということなので、先ほど申しまし

たように、一定の制限の中で最も有効な手段というのをそこのできる範囲で設置者が検討し

ているというふうな現状です。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 行政経営部長。 

○行政経営部長（永江松吾君） 

 防犯カメラの設置についてですが、やはり防犯カメラをつけておくということは犯罪の抑

止力には大きく寄与すると思います。しかしながら、防犯カメラは表裏一体ところがござい

まして、先ほど総務・防災課長も言っておりましたように、プライバシーの権利と非常に関

わり合いがあって、実際そこら辺で裁判になっているような例もございます。そういったと

ころを含めて、今現在、嬉野市におきましては、条例では公共施設に設置するということに

なっていますので、それ以上に拡大するのであれば、また新たに例規等を整備する必要もあ

ると思いますので、そこは慎重に検討していかなければいけないと思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 以前は、私がまだ入ってすぐぐらいのときは、こういう防犯カメラがどこに置いてあるか

ということも、なかなか表に出せないというぐらいのことで、御答弁をいただいたこともあ

ると思います。もう10年ぐらい前ですね。それが今になってみると、何で防犯カメラがない
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とねと言われる世の中になったと。これは時代の流れもあり、また凶悪犯罪等々、そういっ

たものが日常的に昔よりも起こるような時代になってきた場合に、これを求めている市民の

方々もいらっしゃいますし、プライバシーというものの一人一人の感覚もまた変わってきた

んじゃないかなと思います。そういうことも含めて、もう一回ここら辺ちゃんと考察したほ

うがいいのかなと思っておりまして、ただ、先ほどもおっしゃったように、防犯カメラとい

うと、少し値段も張るし、それを何台もとなると高いというのもあります。そういった観点

からいっても、要はいろんな方々からのお声もいただきながら、本当に効率的な形で防犯カ

メラの設置をしていくことを考えると、先ほど言ったような防犯アドバイザーとか、それこ

そ学校関係とか、こういったものを複合的に見れるような形でつける、効率的につけるよう

な形で見れるようにするには、そういうふうなチームというか、専門的な知識を持ったチー

ムというものをきっちりとつくった上で防犯カメラの設置をやったほうがいいんじゃないか

と思うんですけど、そこに対して市長いかがでしょう。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 いろいろと先ほど部長、課長も答弁した中でプライバシーの課題というのはあるんですけ

れども、今こうした御時世の中で、やはり設置についても、我々から積極的にこういったと

ころに設置をして未然に犯罪を抑止するという考え方が必要になってきている部分もあるの

かなというふうに思っております。 

 さらに、設置したとしても、なかなか何かがあれば、それを基に事件を解決することも

間々あるんですけれども、こういった画像を常時監視するということも基本的にはできない

と思いますし、そういったＡＩとかで解析を進めるということになれば、それはそれで結構、

いろんな技術的な問題もあるんでしょうけれども、それ以上にプライバシーの問題というの

も、さらにもっとナイーブな問題になってくるというおそれもあるかというふうに思います

が、私としては、今これまでの教育とか公共施設の現場でも、なるべく県の事業とか、そう

いったところにも乗っかりながら、カメラの設置については積極的に行ってまいりましたし、

防災・減災という観点からも、今、地元のケーブルテレビと協働して河川のカメラ等の設置

もしているように、そういった意味では、いろんな防犯だけじゃなくて防災の観点からも積

極的に先手、先手の安心・安全対策として必需品だというふうな理解で進めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 
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○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。御丁寧にありがとうございます。 

 様々な観点から、角度から見ていく、これを洗い出してデータ化する。必要な箇所に必要

な台数、ここにつながっていくかと思いますので、また犯罪抑止という形でつながっていく

かと思いますので、そこをちょっともう一回洗い直してというか、見直してというか、やっ

ていただきたいなと思っております。 

 それでは、４つ目の質問に行きます。 

 教育現場から考える防犯灯と入れていますけれども、防犯灯はある程度協議をしておりま

すので、防犯カメラということに特化してお伺いしたいと思います。 

 防犯カメラのあり方、また、これまで設置における保護者等からの要望等、こういったこ

とがあるのか、お伺いします。また、その要望に対してどのような形で対策を講じているの

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 学校現場の子どもたちの安全を守るには絶対防犯カメラは必要でございます。そういった

意味でお答えを差し上げたいと思います。 

 令和２年度に小・中学校防犯カメラを設置いたしております。学校敷地内で、学校の希望

を基本にとって、そしてその希望に応じてカメラは設置をいたしました。特に玄関の入り口

とか、あるいは死角になる場所とか、外部からの侵入がしやすい場所とか、そういったとこ

ろに主に設置をしております。 

 そして、設置後はプレートをつくって、防犯カメラ作動中というプレートをつくって、外

から見えるような形でしております。そういうことで、平成２年度以降について見ますと、

学校内での不審者というんでしょうか、器物破損含めて１件も発生していないということは

抑止力になっているというところでございます。 

 それから、保護者の方からの要望等につきましては、平成２年後に調査をしたんですが、

轟小学校で玄関の付近にぜひ欲しいということがありましたので、教育委員会の方で専門家

の意見を聞きながら、特に警察ＯＢの方が市役所にいらっしゃいますので、そういう人の意

見を聞きながら、轟小には設置をしたところでございます。 

 そういった意味で、過去、学校が荒れていた時分と今とすれば、非常に平穏な学校生活と

いうんでしょうか、器物破損等がない時代になってきておりますので、そういった意味では

防犯カメラは抑止力になっているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 
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 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 丁寧にありがとうございます。 

 これは生徒数とか学校の規模において、監視カメラの設置台数の基準とか、そういったも

のがあるのか、それとも各学校の校長先生等が、こことこことここに死角があると、幾ら狭

くても、仮に規模が小さくても、死角が多いところではたくさんつくと、そういったことに

なるのか、そこら辺ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 私としては、基準は把握をしておりません。ただ、嬉野市内の学校は全てどこからでも入

れる、フェンスもないわけですね。例えば、嬉野中でいきますと、みゆき公園のほうからも

入れますし、玄関のほうから自由に入れますし、塩田だと、すっといつでも入れます。そう

いった意味で、よその市町ではフェンスをしっかり囲いを造ってあるところでありますけど、

嬉野市内はどちらかというと、市民の方が監視カメラの目になっていただこうというふうな

ことで、つけていないところでございますので、今のところ平成２年度につけたところで、

その後は１台ぐらいの追加状況でございまして、そういったところでございますので、一番

は地域の方、コミュニティーの方に見ていただきながら、監視をしていただければと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 ちょっと意地悪な質問になりますけど、あくまでも子どもたちの安心・安全を保つために、

外からの不審者の侵入を防ぐ、また器物損壊等のリスクを避けるということと理解していい

のか。プラス、いじめの監視、抑制という観点からも設置をされているのか、併せてお伺い

したいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 議員今発言をされた３点でございますけれども、学校は安全な場所であるというところで

ございますので、それを維持するためには、やはり防犯カメラ等は必需品であるという認識

をしておりますので、そういった意味では今後もいろいろな御意見を聞きながら、子どもた
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ちの安全を確保していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。ちょっと意地悪な質問になってすみませんでした。 

 それでは、総務・防災課にもう一回お伺いしますけど、嬉野市防犯カメラ及び録音装置の

設置及び管理運用規則第４条、別表において、防犯カメラの設置場所が掲示してありますね。

そこに示してあるものが全てと捉えていいんでしょうか、お伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 実際設置してすぐの場合に、この例規に反映していないというケースはございますけれど

も、原則としてカメラを設置した場合は、この規則に掲載をする必要がありますので、全て

ということで御理解いただいて結構です。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 では、その中で五町田小学校の放課後児童クラブ、久間小学校放課後児童クラブ、嬉野小

学校の放課後児童クラブ、ここは防犯カメラが設置されております。その他の放課後児童ク

ラブにおいては設置されていないと。これについて理由をお伺いしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 子育て未来課長。 

○子育て未来課長（牧瀬玲子君） 

 お答えいたします。 

 その他の放課後児童クラブにつきましては、学校の余裕教室、空き教室を利用しておりま

すので、学校のほうの防犯カメラで要件を満たすものと思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 暫時休憩します。 

午前11時56分 休憩 
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午前11時56分 再開 

○議長（辻 浩一君） 

 再開します。 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 そうだと思っておりましたが、でも大草野あたりは多分別につくっていますよね、学校の

校舎内ですかね、そうでしたっけ。小学校の校舎内ということで、ある程度対応できるとい

うことであれば、何となく納得はいきますけど、これはそもそも事業としては子育て未来課

の事業ですので、この放課後児童クラブの防犯カメラ設置においても、学校教育課との連携

を密に取りながらやっていくということは分かるんですよ。分かるんです。節約にもなりま

すし、分かるんですけど、放課後児童クラブ独自の視点での調査とか検証というものがあっ

たのか。これは何でこういうことを聞くかというと、最近でいうと、もう16時ぐらいから暗

いんですよ。夕方ぐらいで暗い、特にこの時間帯、16時ぐらいからが一番子どもたちが集

まってくる時間帯であって、また長期的な夏休みとか冬休みとかは、決められた時間に決め

られたことをする学校生活とはまたちょっと違う時間帯になったりするわけじゃないですか。

そういうところから見ても、それこそ独自の防犯対策というものが私は必要だと考えるんで

すけど、そこら辺、市長の所感をお伺いしてよろしいでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 なかなか独自にというのが、学童保育自体も学校教育の延長ということでもありますので、

なるべく教育委員会とのつなぎ目はないように、切れ目がないようにしているところでござ

いますが、独自の対策というのが具体的にどういった場面を想定しているのかというのは分

かりかねる部分ありますけれども、必要に応じて連携を取って対応できるようにしたいとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 久間小と吉田小学校の場合が特に防犯灯についてアンケートを取っておりますけれども、

出ております。特に久間小学校の学童があるところから下に降りる場合、あそこら辺が

ちょっと暗いというようなこと。それから、吉田小学校では、体育館から駐車場に出るとこ

ろがちょっと暗いというふうなことで、２校あたりから今のところ要望等が出ているところ



- 329 - 

でございますので、市のほうにも相談しながら、あるいは学校でもつけるのかどうか、そこ

ら辺を検討したいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 そのような形でいろんな問題が出てきている、これは多分学校教育だけの中では、通常の

通学をする学校の中の問題としては出てこなかったもの、これが学童とすると、出てくると

いうことになるわけですよね。こういった視点から見ると、学童と普通の学校に通学するだ

けのものとは明らかに違うものということで実際出てきていると。こういったことに関して

もう少し検証、考察をしたほうがいいんじゃないかなという御提案でございます。そこら辺

を含めて子育て未来課長に御答弁をお願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 子育て未来課長。 

○子育て未来課長（牧瀬玲子君） 

 お答えいたします。 

 確かに議員が言われるように、学校の時間外や、ほかの先生たちがいない時間帯を利用す

るということが通常ございますので、その辺については検証を行っていきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 ぜひ喫緊の課題と捉えて、よろしくお願いしたいと思います。 

 直近でいうと、防犯カメラ、監視カメラのことでいうと、子どもを性被害から守る観点か

ら室内の様子を記録するというようなことで、保育所とか認定こども園等の児童福祉施設、

あと幼稚園とか特別支援学校を対象に最大10万円の補助という、国が23億円の予算案を示し

て、文科省こども家庭庁から計上されております。 

 防犯カメラだけではなくて、着替えのパーテーションとか簡易扉等も使用できるというこ

とであります。多分子育て未来課も早くて、もう既に動かれていて、それこそ調査もされて

いるということでしたけど、私もちょっと保育園等に確認しましたけど、それでよかったで

しょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 子育て未来課長。 
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○子育て未来課長（牧瀬玲子君） 

 お答えいたします。 

 保育所等における性被害防止対策に係る整備等支援ということで、国の令和５年度の補正

予算、まだ案の段階ではございますが、この目的としましては、パーテーション、簡易扉、

簡易更衣室等の設置による子どものプライバシー保護や、保護者からの確認依頼等に応える

ためのカメラによる支援内容の記録などを通じ、設備における性被害防止対策を支援するも

のでございます。 

 対象施設としましては、保育所、認可保育所、認定こども園、地域型保育事業所、認可外

保育施設、そのほかにも放課後児童クラブや子育て支援センターなどがございます。 

 そこで、国からの所要額調査等もございましたので、保育施設のほうにこちらの希望の調

査を行いました。この補助を活用したいという希望の園が現在のところ６園ございます。こ

の６園の中には、カメラが必要なところもあれば、カメラ以外の分が必要というところもご

ざいますので、その中でカメラが必要というところは確実なところでは現在のところ３園ご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 安心しました。素早い対応、本当にありがとうございます。施設の方からも素早く対応し

ていただいたということをお伝えくださいとのことでしたので、この場を借りてお伝えしま

す。 

 このように、あらゆる市の事業と、あと国の事業で、こういう枝葉の事業においても、国

の交付金とか補助金を受ける際、防犯ということに関連づけやすいと思われますので、この

防犯という観点をさらに重点を置かなきゃいけない時代になってきたかなと思います。そこ

ら辺を意識しながら、またそういったものにひもづけをしながら、推進していっていただき

たいと思います。 

 市民の安心・安全、命、財産を守るということが市において一番大切で重要な使命でござ

います。ぜひとも早急な対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、パート１の質疑を終わらせていただきたいと思います。また後ほどさせてもら

います。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員の一般質問の途中ですが、ここで13時５分まで休憩いたします。 

午後０時５分 休憩 

午後１時５分 再開 
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○議長（辻 浩一君） 

 再開します。 

 休憩前に続きまして、宮﨑良平議員の発言を許可いたします。宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 それでは、お昼を挟んでになりますけど、またしっかりと質問させていただきたいと思い

ます。 

 それでは、大きな質問の２点目に移ります。 

 先日、市街地においてイノシシが住宅に侵入するという事案が発生をいたしました。その

ような事案が発生した場合の適切な処置及び対処をどのように考えられているのか、お伺い

したいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 産業振興部長。 

○産業振興部長（井上 章君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 イノシシ等が市街地に出没した際には、市民の安全を確保するため、必要に応じて防災行

政無線等により注意喚起をするとともに、出没現場での見回りを実施しているところでござ

います。 

 また、緊急かつ迅速に対応しなければならないことから、危機管理を担う総務防災課と被

害防止対策を担う農業政策課で情報を共有しながら、警察や猟友会と連携を図り、捕獲また

は追い払いを行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 このような事案が発生した場合の対処においては理解をいたしました。その体制において

も理解をいたしました。 

 ここ最近、嬉野市においては、イノシシだけではなく、また猿等の出没事案が発生する中

で、先ほどの答弁を踏まえてお伺いしたいんですけど、有害鳥獣が市街地、また住宅地にお

いて、一旦追い払ってもまた出てくるとか、日にちを待たずに出てくるとか、自宅、施設等

へ侵入して、市民が身体的危害を加えられるような被害を受けた場合、このような状況にお

いても今回と同じような形で対応となるのか、そこをお伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 
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 お答えいたします。 

 そういった場合、基本的には今回と同じような対応ということになろうかと思います。や

はり住民の方への、そのときの迅速な周知、それからその後どういった行動を取っていただ

くか、そういったことに関しての周知が重要ではないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 これは県のガイドラインがありますよね。市町村等向けガイドライン、イノシシ等が市街

地等に出没した場合の対応についてというのがありますけど、このガイドラインを基本とし

て、段階的対応、これは３パターンありますけど、３段階あって、そこのガイドラインに

沿って対応したという理解でいいのか。また、そうであるならば、出没レベル３段階の、今

回はどの段階に該当するものなのかをちょっとお伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 原則としては、出没レベル３に該当する事案として対応して、おおむねそのとおり対応し

ているものと思っております。実際に器具を使った追い込みとか、そこまでは至っておりま

せんけれども、幸い大事には至っていないということでございます。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 今回の対応がどうかとかとやにかく追及するつもりは全くございませんので、御安心くだ

さい。 

 このガイドラインにおいても、有害鳥獣がより少ない日常的な対策とか、また出没した場

合の県、市、警察、猟友会等の役割とか、それと基本的には山のほうへ追い払うルートを定

めて追い払うことが一般的とされており、状況によっては捕獲までということで、どのよう

な捕獲の仕方が効果的かとかというのを示してあるガイドラインになります。 

 ここでちょっとお伺いするんですけど、県はガイドラインに示してある役割を踏まえて、

市庁内での役割分担を整理した対応マニュアルを整備してくださいねということで書いてあ

るんですけど、嬉野市においてすぐ対応できるような、そのようなマニュアルが存在するの

か、お伺いしたいと思います。 
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○議長（辻 浩一君） 

 総務・防災課長。 

○総務・防災課長（太田長寿君） 

 お答えいたします。 

 今のところ、嬉野市におけるマニュアルというのはございませんので、県の対応マニュア

ルに基づいて動くという形になっていると思っております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 緊急の場合、すぐ動けるようにしとくのがまずは一番ということで、それがまた県がつ

くったものと市の状況によって、環境も違いますし、道路環境とか山の環境も違ったりしま

すので、そういったことも含めてマニュアル作成をお願いしたいと思っております。 

 もう一点ですが、環境省が住居集合地域等における麻酔銃の取り扱いについてということ

で、（資料を示す）お猿さんの写真が載っていて、こういうのがございます。 

 大まかに順に説明をすると、まず市街地に出没した場合、出没状況を把握して情報を整理

すると。ここで、麻酔銃の使用が適切と判断された場合、公的研究機関、ＮＰＯ、民間団体

等への捕獲の委託依頼、そして都道府県への許可申請、そして地域住民とか医療関係の説明、

周知、そして捕獲の実施、固体の捕獲という処置に移っていくということで、フローチャー

トで示してあります。 

 そこで、嬉野市における麻酔銃使用の許可申請というものが、どうなっているのか。これ

は都道府県によっては許可申請の権限を市町村の首長に委譲することもできるということに

なっていると思います。嬉野市においてはどうなのか、お伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 行政経営部長。 

○行政経営部長（永江松吾君） 

 お答えいたします。 

 麻酔銃猟の許可は、まだ権限委譲は嬉野市には来ておりませんので、県知事の許可となっ

ております。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 多分、今の現状でいうと、麻酔銃はこれまでも多分使用がなかったと思いますし、また市
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単位では薬の配合とか配分、そういったものができないというのも確かにありますよね。 

 あと、ちゃんと確認したわけじゃないんですけど、猟友会も麻酔銃の許可を持っている方

がいるのかいないのかという確認も私はできていませんけど、そういったものも多分、今の

ところないのかなと思っております。 

 ただ、これだけ環境の変化により、様々な事案が全国各地多発する中で、市としても様々

な想定、あと準備というものはしっかりとすべきだと思うんです。ほかの自治体等の事例と

かも参考にしながら、ここら辺はしっかりと対応していただきたいなと思うんですけど、そ

れに対して市長ちょっと御答弁をお願いしてよろしいでしょうか。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 今回のイノシシの市街地への出没は、先ほど課長、部長が答弁をいたしましたように、マ

ニュアルに沿って対応したということでありますけれども、マニュアルがそもそも県の生産

者支援課ということで、農林・農村の担当がつくっているということで市街地に出て市民に

危害を加える可能性とか、そういったところに関しては、ちょっと言えば、専門外な部分も

ありますので、いざ我々として対応するときに、私がどの権限で職員に、あのイノシシを追

い払いなりなんなりする上で立ち向かえというふうな命令をしていいのか分からなかった部

分もあります。今回はたまたま猟友会に所属している職員が主に対応したので、その辺の境

界も少し曖昧になっているので、今回の中心市街地の出没を踏まえて、やはり猟友会、そし

て市、警察、そういったところの役割分担をしっかりしていく必要があると、平時より協議

していく必要があるというふうに言っておりますので、そういった中で、先ほどの麻酔で

あったりとか、そういったものの活用も検討の俎上にのせるべきだというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 麻酔銃は見ていると難しくて、それこそ配合の調整、固体によってまた違いますし、その

時々の状況によって違うと。また、打ってから５分間はもしかしたら暴れる可能性もあると

いったこともあって、慎重に取り扱わなきゃいけないんでしょうけど、だからこそ、それこ

そ各自治体の防災としてしっかりと理解をした上で、どのような対応をしていくかというこ

とをきっちりとマニュアル化して定めると、独自のマニュアルとして定めるというのが必要

になってくると思います。 
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 自然環境の変容とか耕作放棄地の増等、様々な要因があるにせよ、今後、有害鳥獣による

市街地での事案が想定されます。このような事案、このような場合によっても、市民の安

心・安全を十分に確保して、スムーズに対応できるようしっかりとしたマニュアル作成と、

また各種団体との密な連携に努めていただきたいと思います。 

 それでは、これで３番目の質問を終わります。 

 これで最後の質問になります。最後の質問になりますが、平成31年あたりから国が進める

ナイトタイムエコノミーが、ここのところ、民間、また地方へ波及しながら、そういった形

で見られるんですけど、嬉野市におけるナイトタイムエコノミーの取組、そしてまた可能性

についてどのようにお考えか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 観光戦略統括監。 

○観光戦略統括監（近藤光則君） 

 お答えいたします。 

 ナイトタイムエコノミーですけれども、夜の楽しみ方を広げ、地域のさらなる滞在を促す

というだけじゃなくて、新たな消費活動の魅力を創出して、主に外国人観光客の消費拡大を

図るということを目的としているものというふうに認識しています。 

 全国的には外国人が今増え始めておりまして、嬉野市でも最近は多く外国人を見かけるよ

うになりました。外国人観光客の宿泊はもちろんですけれども、町なかへの回遊を促進させ

ることで、地域の消費を拡大することによって市内経済の活性化を促進するということがで

きるというふうに考えています。 

 このようなことから、ナイトタイムエコノミーへの取組というのは、町なかへの回遊の促

進の選択肢の一つというふうになるものと考えています。 

 また、今現在行っている橋とか公園のライトアップ、それから蛍橋とか風鈴夜市、また

あったかまつり、こういった夜のイベントのコンテンツを広めたり、またブラッシュアップ

していきながら、嬉野にとって必要であって、また嬉野ならではのコンテンツになるかどう

かということを検討しながら、関係者と一緒になって取り組んでいきたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 自ら言うのもなんなんですが、まだ全国的にこの言葉自体が全く浸透していない時期から

訴えてきたことでございますが、平成30年、これ市長が初当選し、初めての議会の一般質問

だったかなと思います。このときと、あとまた令和元年の９月議会においても、御提案含め

訴えさせていただきました。これはまだ知らない方もいらっしゃると思いますので、先ほど
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統括監からあったものと、また補足してお話をしたいと思うんですけど、簡単に説明すると、

夜に行われる経済活動の総称という形でなっていますね。夜間帯に娯楽、文化などの商業を

充実させることで消費拡大を促進し、経済を活性化させる目的ではあるが、夜遊びの場だけ

ではなくて、それこそ夜間医療や24時間体制のインフラなども含まれるということでござい

ます。 

 これにおいては、以前一般質問を行ったちょっと後ぐらいに、当時の観光課の職員が、そ

れこそディスカバー・ジャパンという雑誌、有名な雑誌があります──において、嬉野の

ディープスポットとして取り上げて、数件のスナックを紹介された経緯もございます。 

 このナイトタイムエコノミーの推進のきっかけづくりになるかなと私は思っていたんです

けど、新型コロナの大打撃を受けた状況でございまして、ただ、しかしながら、コロナ禍明

けのインバウンドに向けて、ナイトタイムエコノミーに光明を見出すために、いろんな自治

体で計画的に取り組まれている自治体もたくさんあります。嬉野市として、このナイトタイ

ムエコノミーにおいてどれだけの重要性があり、また、このコロナ期間中、またインバウン

ドが再開するとある程度想定ができる中で、どのように捉えられて計画をされてきたのか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 このナイトタイムエコノミーにつきましては、やはり観光立国を目指す国家戦略として、

こういった概念が平成の終わりぐらいから取り沙汰されるようになってきたというふうに認

識をしております。 

 ただ、この嬉野における取組ということで、できることであればということで、先ほど町

なかのライトアップであったりとか蛍の観賞、風鈴夜市、あったかまつりといったような明

かりのイベントとか、今駅でもやっておりますけれども、そういった夜のまちのにぎわいづ

くりというところでは努力をしてきました。 

 ただ、そこを消費としてつなげていくというのは、もう一段上の努力も要るのかなという

ふうな認識を持っておりまして、そういった意味では、国内のお客さんはどうしても旅館の

中でゆっくりされる旅のスタイルのほうがなじみがあって、主に欧米とか、そういったとこ

ろになると、夜もまちのアイリッシュパブのような、ああいうところに出かけていく文化も

あるのかなと思っております。私も最近ちょっとそういったところに行かせていただきまし

たけれども、そういった中で、私どもの嬉野市内のスナックもそうなんですけど、扉を挟ん

で向こう側が分からないような店の造りになっているのが日本式でありまして、海外であれ

ば、昼間は何もない歩道は、石畳の歩道はすごく広く取ってあるので、これはどう使うんだ
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ろうと思ったら、夜になったらそこにテーブルがずらっと並んで、お酒とか軽食の提供があ

るような店があったように、そういった道路使用許可とか、そういったところまで踏み込ん

で、国としてとか、またエリア特区指定しての規制緩和というものも伴わなければ、なかな

かそういったお金が落ちる仕掛けをつくっていくことは難しいなというふうにも認識してお

りますし、嬉野特殊事情といたしまして中心市街地の商店主の方が、住居もそこにあられる

ということでもありますので、そういった静寂な就寝環境を守っていくといった観点も必要

になってきますので、そういったところで、どこまでどのエリアでできるのかということに

関しても地元の、特に中心市街地の方とはお話合いの場を持っていかなければならないのか

なという認識を持っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 そのとおりだと思っております。しかしながら、指をくわえて見ているわけにはいかず、

せっかくのチャンスがある中で、夜はめちゃくちゃもうかるみたいですね。だからこそ国も

目をつけたというところもありますけれども、嬉野はもともと色町文化というか、そういっ

たものが漂う嬉野の独特な雰囲気と空気感、ノスタルジックさもあり、最近の言葉でいうと

エモさもあり、そういったナイトタイムエコノミーの地方版を進めていくとなると、私はす

ごく雰囲気づくりから始めなくても、この上なくいい舞台が出来上がっていると思っており

ます。 

 ただ、ここをもう一度磨き上げる必要があると思うんですけど、市長そこら辺の御見解い

かがでしょう。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 実際に例えばあったかまつりも、夜、ああいった温泉公園とかでやっていくと、すごく人

出も出てくるし、コンサートとか夜桜なんかの集いみたいなのをやると、大変国内の方も含

めて多くの方に喜んでいただけるので、可能性としては十分あるかなというふうに思ってお

ります。それをイベントというところの場でやる分には、嬉野市としても現状でも結構取り

組めているところもあるのかなという感じがするんですけれども、常にという形でのおもて

なしといいますか、ナイトタイムエコノミーを常時化していくということになれば、どこで

やるのか、そういったところが必要にはなってくると思いますので、可能性はあるので、そ

れについては追求をしていくものだという考え方を持っております。 
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 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 そうなんですよね。日々の日常的にこれがなきゃいけないという、ここが難しいところで、

観光資源として毎日きらびやかなライトアップとか毎日イベントをやるとか、これはほぼほ

ぼ今の状況でいくと不可能に近い。そういう中で、単発でのイベントぐらいは年に数回ある、

先ほど市長がおっしゃったようにあると。毎日とかは不可能に近いんじゃないかと思います。

そう考えると、今、夜に営業されているとなった場合に、飲食店とかスナック、あと芸能組

合とか、また旅館、ここら辺が毎日お仕事されていると。そういう中で、日々日常的に営業

されていることの延長線上の中で、それこそいかに無理なく磨きをかけられるかというとこ

ろだと思うんですよ。 

 そのような中で、10月だったかな、9月だったかな、そのぐらいに、それこそ港区新橋、

あそこら辺で外国人の観光客向けのスナックを回る、スナックはしごツアーみたいなのが開

催されたんですよ。これはすごく話題になったんですよ。テレビも出ましたし、ネットもす

ごく話題なりました。 

 以前の一般質問のときに、私そういう御提案をさせてもらったんですけど、まあ、やられ

たかと思いながらも、この企画をやられているのが民間のスナック横丁文化株式会社という、

コロナ禍で疲弊したスナックをオンラインスナック横丁という形で、全国のスナックのママ

さんたちと課金形式で、オンラインでつなぐサービスをやられているんですね。そういう展

開をされている。現在、海外に向けたスナック文化の発信に力を入れておられて、企業なん

ですけど、そこがインバウンドの一環として、ナイトタイムエコノミーの一環として、海外

からの観光客向けのスナックツアーを仕掛けたということなんですよ。多分、観光庁の賞な

のか何かいただいていますよ、ナイトタイムエコノミーか何かの賞をいただいています。こ

のツアーは２時間半、２件はしごして、１万円だそうです。 

 僕ここを見たときに、すごく大きなヒントだなと。うちにある要は財産というか、資源で

できるものと考えたときに、これはチャンスだなと思ったんですね。それも一つの市がまち

全体で仕掛けたとなると、話題性もすごく大きいんじゃないかなと。これはインバウンドだ

けじゃなくて、先ほど市長がおっしゃったように、男性の聖地みたいなイメージがあるじゃ

ないですか、スナックって。ここが、でも女性にとってはすごく未知な世界でもあったりす

るわけですよ。ただ、この前、私何件か行ったときにも結構最近女性のお客さんも多かった

りするので、ただ、あの扉を開けるという、結構私たちにとっても知らない土地では勇気が

要ることですし、こういう土地で安心して飲める、安心して楽しめるという需要は確かにあ

るんじゃないかなと思うんですけど、そういう様々な考察をしながら御提案させていただい
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ているんですけど、かといって、これが行政の主導、行政が主導していくとなると、ちょっ

と難しいかなというところもありますけど、ただ、観光資源としてＤＭＯに絡めていくとい

うことは、私はすごく重要なことだと思うんですよ。ここら辺ちょっと、市長、観光統括監、

どちらでもいいですけど、所感を伺いたいなと思っております。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 市として旗振っていくのは確かに難しいものもあるんですけれども、私ども新幹線まちづ

くり課所管の事業で、未来技術の社会実装事業をやっておりますけれども、その中の１つが

ＶＲ観光案内ということで、これはスナックとかも含めたところで、店内の様子をゴーグル

カメラで見ることができるということで、大体どんなものなのかというのが分かるような、

そういう案内の仕方をしておりますけれども、そこでも私も座長として、今後、動画の360

度カメラみたいなものも最近は実装といいますか、実用化されつつありますので、そういっ

たところで、お店の人の顔も含めたところで、みんなが楽しくわいわい歌ったり、お話しし

たりとかされているような雰囲気も含めて伝わるようなものにすれば、扉を開けるハードル

も若干下がるのではないかというふうに思っておりますので、そういった観光案内のやり方

の中で、観光協会ＤＭＯと連携をしていく余地は十分にあるのかなというふうに思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 これはどこが主導するにしても、ただ、軌道に乗るまでということで考えると、ツアーガ

イドの育成とか、そこにかかる人件費とか初期投資とか、そういったもの、一定期間稼げる

までの経費等においてはまた重要で、市が観光資源として見るのであれば、投資として補助

等も必要になってくるかと思います。そこら辺に関して市長の御答弁をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 今、既存の事業の中で対応するものがあるかどうかというのはすぐに即答はできませんけ
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れども、観光コンテンツの造成ということでいけば、そういった観光ＤＭＯで取り組んでい

る新たな観光コンテンツづくりという中で、そういった民間の方と一緒になってやれること

はあるのかなと思います。 

 随分昔にはなりますけれども、スナックサミットという衛星放送の番組の収録が嬉野温泉

にあったときも、御参加いただいた方もいるかと思いますけれども、そういった一つの文化

としての発信ということであれば、私どもだけではなくて、いろんな支援のあり方というの

は考えられるのではないかというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 可能性としてもすごく魅力的なコンテンツというか、先ほど市長もおっしゃっていました

けど、ぜひとも実現に向ければなと思っております。ヒントにしてほしいなと思っておりま

す。 

 それともう一つ、これは現状でも大きな問題になっています。ナイトタイムエコノミーの

夜の経済活性化において、インフラ整備が重要であると思います。そういう中で、我が市に

おいては、深夜から明け方にかけてタクシーがつかまらないと、移動ができないと。実は先

日、厚労省の方が嬉野に来られたときに、一緒に食事をする機会がありまして、翌朝、大村

空港までタクシーで行きたいけど、朝早く予約が取れないと、動いていないと。タイミング

よく私たちも視察があったもんで、そのときに一緒のたまたま飛行機だったので乗せていっ

たという状況でございましたけど、現在、国がライドシェア導入をめぐってタクシー会社が

運行管理を行うことが条件として、都市部や観光地でタクシーが不足する地域や時間帯に限

定し、２種免許を取得していない運転手による送迎も認める方針であるということで新聞等

でも載っていました。 

 そういう中で、多々問題はあるでしょうけど、嬉野のインフラ整備の解消に少しは結びつ

けられると期待しているところでございますが、そこの所感をお伺いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 ライドシェアにつきましても、今、国がかなり本格的な議論をスタートしたというところ

でありまして、私もいろんな改革志向の強い首長のグループの中で進められておりますので、

そういった勉強会等々に参加させていただいているところでもございます。 

 私たちとしても自動運転車両の活用とかもやっておりますので、そういったところには興
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味関心を持っておくべきだというふうに思っておりますし、昨今の夜から朝にかけての運転

手不足に対しては、私たちもそういったもしライドシェア解禁ということになれば、一筋の

光明が見えるという部分はあるのかなと思っています。 

 ただ、事故の際の責任の所在であったりとか、またタクシー事業者のある意味では民業圧

迫ということにならないかという検討はちゃんと事前にしておかなければならない課題もあ

りますので、そういったところも含めて、今後の公共交通のあり方も絡めながら検討を進め

てまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 そうなんですよね。当然いろんな問題が多々あることは確かなんです。あとは今後進めて

いくに当たっても、民間事業者とのちゃんとした話合いというのが必要になってくると思い

ますので、そこら辺も含めて御検討を願いたいと思います。 

 それでは、今回ナイトタイムエコノミーにおいて様々御提案させていただきましたが、最

後に一つだけ、今月の９月24日、佐賀新聞において、重点報道＠嬉野市という連載が何日か

ありました。その中で、（資料を示す）こういう形で、地域の力、癒しと交流の場、嬉野の

スナック文化と、山口さんという記者の方が書いておられます。この中で、こういうことが

書かれていました。スナックの数も全盛期から減ったが、地域に愛されたスナック文化は

しっかり根を張っていると。インバウンド、訪日外国人が増える中、ナイトタイムエコノ

ミーとしての交流を楽しむ昔ながらのスナックは大きな可能性を秘めていると。すばらしい

記事を書かれておりました。 

 このように、大きな可能性を秘めた観光資源を私はなくしたくないし、それどころか、さ

らに大きな観光資源として残していきたいと心より願っております。市長、この思い、最後

に御答弁をお願いします。 

○議長（辻 浩一君） 

 市長。 

○市長（村上大祐君） 

 お答えをしたいと思います。 

 先ほど私も文化という言葉を用いましたし、その記事の中にも文化ということであります

けれども、必ずしも文化が絵画とかクラシックコンサートのような高尚なものではなくて、

人々の生活に根づくものであるというふうな解釈をするのであれば、こうした人々の日常に

触れて、私ども嬉野の日常に触れることが地域の魅力を知るということにもつながりますの

で、これは大事な観光資源として次の世代に何らかの形で残っていくものだと思いますし、
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私たちとしても誇るべき文化として伝えていくという考え方を持つのはいいことだというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（辻 浩一君） 

 宮﨑良平議員。 

○９番（宮﨑良平君） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、これにて質問は終了となりますが、ここ最近、佐賀県内、また杵藤地区におい

ては、特にインフルエンザが蔓延しております。年末年始を穏やかに過ごせますよう、くれ

ぐれも感染対策はしっかりし、皆様方がいい年を迎えられることを心より願いつつ、今年最

後の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（辻 浩一君） 

 これで宮﨑良平議員の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

午後１時41分 散会 


